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序

　三重県および斎宮歴史博物館では、現在史跡斎宮跡東部地域において平成26

年度の完成を目指し、歴史公園整備事業を進めています。平成23年度から始ま

った現地での造成工事も東西区画道路が完成するなど徐々にその姿を現し始め、

シンポジウムや勉強会が開催されるなど、平成26年度の復元建物完成後の体制

づくりが進められようとしています。

　今回報告する発掘調査は、歴史公園整備に先立ち、柳原地区周辺で行われた

ものです。第172次調査では柳原区画に西接する御館区画南部中央の状況、第

173次調査は柳原区画の北の下園東区画の東部、第175次調査は柳原区画の南の

牛葉東区画の状況を明らかにしました。こうした成果は、地元明和町をはじめ、

県民や斎宮跡を訪れる皆様に還元し、積極的に情報発信していきたいと考えて

おります。

　史跡斎宮跡の保存および調査研究・整備活用にあたり、貴重なご意見やご指

導を頂きました文化庁、斎宮跡調査研究指導委員ほか多くの方々、並びに発掘

調査にあたり、様々なご配慮・ご協力を頂きました国史跡斎宮跡協議会をはじ

め地元の皆様に厚く御礼申し上げます。

　なお、明和町では平成24年６月６日に歴史的風致維持向上計画の認定を受け、

史跡を核としたまちづくりが始められようとしています。博物館が進めている

整備事業と町が今後進める町づくりの相乗効果によって、斎宮跡が全国に誇れ

る史跡となるように努力をしていく所存です。

　2013（平成25）年３月

� 斎宮歴史博物館　　　　　　　　

� 館　長　　池　山　マ　チ　



例　　言

１�　本書は、斎宮歴史博物館が平成23年度に国庫補助金を受けて実施した史跡斎宮跡発掘調査

（第172・173・175次調査）の概要をまとめたものである。

２�　明和町が、国庫補助金の交付を受け、調査主体となって実施した史跡現状変更等に伴う緊

急発掘調査の第174次調査報告書は、別途明和町が刊行している。

３�　遺構の実測にあたっては、日本測地系による国土調査法（旧国土座標）の第Ⅳ座標系を基

準とし、方位は旧国土座標による座標北で示している。

４�　遺構時期区分の指標となる土器の分類と時期認定については、「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発

掘調査報告』Ⅰ　斎宮歴史博物館　2001年）による。

５　遺構表示記号は次のとおりである。

　SB：掘立柱建物　SD：溝　SE：井戸　SF：道路　SH：竪穴住居跡　SK：土坑　

　SX：土壙墓・墓　SZ：落ち込み・その他　pit：柱穴

６�　遺物実測図は実物の４分の１を基本とし、資料の性格に応じて変更したものである。遺物

写真はとくに指定したもの以外は縮尺不同である。

７　出土遺物の色調は、日本色研事業株式会社発行『新版標準土色帖』（2004年度版）に拠る。

８�　遺物の漢字表現については、材質の差による漢字の偏に必ずしも従うことなく、「わん」は

「椀」、「つき」は「杯」を用いている。ただし、参考文献などからの引用の場合にはこの限

りではない。

９�　本書の執筆は、泉雄二・大川勝宏・新名強・水谷豊があたり、編集は調査研究課で行った。

また、発掘調査および資料整理については、杉原泰子・大橋由紀・八木光代・水木夏美が補

佐した。
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Ⅰ　前　言

１　調査の経緯と概要

　史跡斎宮跡は、後に斎宮歴史博物館が建設された

古里地区での宅地開発計画に伴い昭和45年に発掘

調査が始まり、文化庁の補助事業として昭和48年

から開始した範囲確認調査を経て、昭和54年３月

27日に国史跡に指定された。県は史跡指定に伴い

斎宮跡調査事務所を設置して発掘調査に当たり、平

成元年度からは10月に開館した斎宮歴史博物館が

史跡解明のための計画調査を継続して実施してい

る。

　斎宮跡の発掘調査では、史跡西部に所在すると想

定されてきた飛鳥・奈良時代の初期斎宮跡を解明す

ることが課題であるほか、史跡東部に存在した平安

時代の斎宮跡中枢部の解明も重要な課題である。

　近年、地元からも史跡東部の整備を望む声が高ま

ってきたことから、平成18年度に史跡整備の在り

方検討会を開催し、柳原区画を中心とした史跡東部

における整備の方向が示された。そして、平成22

年３月に『史跡斎宮跡東部整備基本計画書』が策定

され、史跡東部の柳原区画を中心とした地域では平

成23年度から平成26年度の完成を目指し、また、

いつきのみや歴史体験館と斎宮歴史博物館を繋ぐ古

代伊勢道の整備を平成27年度に行うことになった。

発掘調査

　上記の課題を受け、平成19年度から柳原区画お

よび周辺地域の実態解明を重点的に進めることとな

った。平成23年度は、柳原区画内の調査がほぼ終

了してきたことから、西に隣接する御館区画で370

㎡、北に隣接する下園東区画で390㎡、牛葉東区画

で39㎡の調査を実施した。

　御館区画は、柳原区画の西側に位置し、これまで

に第19・55次調査等が行われ、区画の東南部の状

況が明らかとなってきている。今回は、御館区画南

部中央の遺構状況を確認するため、第172次調査を

行った。

　また、柳原区画の北側の下園東区画では、県が実

施する整備事業に合わせて、明和町が管理を行って

いる旧斎宮跡調査事務所の建物等を含めた下園東区

画の再整備を行う計画を持っており、文化庁との協

議の中で、再整備に先立ち下園東区画の遺構の状況

を解明する必要が生じてきた。この下園東区画で

は、調査事務所設置に伴う第18次調査を初め、第

23次調査等が行われているが、未調査部が多いこ

とから、平成23年度には三重県による第173次調

査のほか、明和町によって第174-8次調査が行われ

ている。

　このほか、牛葉東区画では、昨年度に引き続き平

安時代後期の溝群および遺構状況を確認するために

第175次調査を実施した。

整備

　史跡東部整備事業は、柳原区画の発掘調査で確認

した掘立柱建物３棟の復元や平安時代の方格地割の

広がり、区画間道路の整備など、平安時代の斎宮の

姿を再現するもので、平成23年度は、造成・区画道

路舗装等の基盤整備を実施した。

発掘調査現場の公開・活用

　近年斎宮歴史博物館では、史跡への来訪者増加や

魅力の向上を目標として、発掘調査現場の積極的な

利活用を行っている。具体的には、発掘調査見学者

への随時公開・説明、ホームページを通じた情報発

信を行うとともに、現地説明会や夏休み子ども体験

発掘教室、学校団体等の体験発掘、大人向けの発掘

体験ウィークなどを開催している。

２　調査体制

　史跡斎宮跡の調査・整備に関する業務は、斎宮歴

史博物館調査研究課が担当した。当報告に関わる組

織は以下の体制で行った。

平成23年度

　泉　雄二（副参事兼課長）

　大川勝宏（主幹）

　新名　強（主査）

　水谷　豊（技師）
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調査次数 地区
面積

（㎡）
調査期間 位置 土地所有者 現状変更名

保存地区
区分

172 P11 370.0 Ｈ23.5.10～Ｈ23.8.26 明和町斎宮字御館 個人 計画発掘調査 1

173 R09 390.0 Ｈ23.11.28～Ｈ24.2.21 明和町斎宮字西加座 明和町 計画発掘調査 1

175 R11 39.0 Ｈ23.7.25～Ｈ23.10.7 明和町斎宮字西加座 明和町 計画発掘調査 1

174-1 V12・R12 14.1 Ｈ23.4.11～13、11.4～5 明和町斎宮字笛川 企業 鉄塔設置 4

174-2 R13 5.6 Ｈ23.5.13 明和町竹川字牛葉 個人 住宅改築 4

174-3 K4・L4 53.3 Ｈ23.5.16～17、8.9 明和町斎宮字古里 個人 住宅新築 4

174-4 R12 44.0 Ｈ23.5.18～5.25 明和町斎宮字牛葉 個人 神社境内整備 4

174-5 H12 4.4 Ｈ23.5.23 明和町斎宮字東裏 個人 住宅改築 4

174-6 K12 3.7 Ｈ23.6.30 明和町斎宮字東裏 個人 浄化槽設置 4

174-7 I12・J12 27.4 Ｈ23.7.5～6、10.6 明和町斎宮字東裏 個人 住宅改築 4

174-8 Q9 828.0 Ｈ23.7.12～11.9 明和町斎宮字下園 明和町 発掘調査 1

174-9 Q6 24.6 Ｈ23.8.8～8.9 明和町斎宮字楽殿 個人 住宅新築 4

174-10 T13 28.5 Ｈ23.8.10～Ｈ238.11 明和町斎宮字中西 個人 住宅新築 4

174-11 R11 4.8 Ｈ23.12.19～12.20 明和町斎宮字西加座 明和町 造成 1

174-12 G11 30.6 Ｈ24.2.13～2.21 明和町斎宮字中垣内 個人 住宅新築 4

174-13 N12 1.7 Ｈ24.2.24 明和町斎宮字内山 個人 住宅改築 4

平成24年度

　泉　雄二（副参事兼課長）

　大川勝宏（主幹）

　新名　強（主査）

　水谷　豊（主査）

３　調査研究指導委員会

　斎宮跡の調査・整備について指導・助言を得る

ため、平成23年８月３日、平成24年１月21日の２

回、委員会を開催し、第172・173・175次調査と今

後の整備について指導を得た。指導委員の方々は下

記のとおりである。（五十音順・敬称略）

　なお、　町田委員においては、平成23年７月31

日にご逝去されました。平成11年から委員として

斎宮跡についてご指導を受けていました。ここに謹

んでご冥福をお祈りします。

　浅野　聡（三重大学准教授）

　綿貫友子（大阪教育大学教授）

　金田章裕（人間文化研究機構機構長）

　佐々木恵介（聖心女子大学教授）

　鈴木嘉吉（元奈良国立文化財研究所長）

　所　京子（岐阜聖徳学園大学名誉教授）

　八賀　晋（三重大学名誉教授）

　増渕　徹（京都橘大学教授）

　町田　章（前奈良文化財研究所長）

第Ⅰ－１表　平成23年度発掘調査一覧表
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第Ⅰ－１図　史跡斎宮跡位置図（1:50,000）　国土地理院発行1/25,000「松阪」「明野」（平成４年）より
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第Ⅰ－２図　平成23年度発掘調査区位置図（1:10,000）
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第Ⅰ－３図　斎宮跡方格地割区画名称図（1:5,000）
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Ⅱ　第172次調査
（６ＡＰ11　御館地区）

　第Ⅱ－１図　第172次調査　
　　　　　　　大地区・グリッド図（1:400）

１　はじめに

　第172次調査区は、史跡東半で確認している方格

地割の御館区画南部中央に位置している。御館区画

では、これまで第８－９・19・55・94・121－３・

129・158次調査を行っており、飛鳥～奈良時代に

かけての古代伊勢道や平安時代全般にわたる掘立柱

建物を確認している。御館区画の調査は、これまで

柳原区画に隣接する区画南東部では第19・55・158

次調査が行われ、平安時代全般にわたる多数の掘立

柱建物を確認している。北西部で行われた第121－

３次調査や第129次調査では、近世以降の土取りの

ため遺構は確認していない。南部では史跡の範囲を

確認するために実施した第８－９次調査（Ｎトレン

チ）が行われ、柱掘形が大型で方形を呈する掘立柱

建物を確認しており、そのうち北側柱列を確認した

ＳＢ0307が今回の調査区と重なっている。今回の

調査区は、御館区画南部中央の遺構状況の確認を目

的として調査を実施した。

　調査は平成23年５月10日から平成23年８月26

日まで実施し、調査面積は370㎡である。

２　地形と層位

　調査区の現況は畑地で、南部で標高約11.1ｍ、

北部で標高約10.6ｍであり、南から北に向かい緩

やかに傾斜する地形である。

　基本層位は、表土下に部分的に遺物包含層である

褐色または灰黄褐色の砂質土が見られ、表土下0.2

～0.3ｍで明褐色粘土の地山面を確認できるが、か

つて植林がされていた影響から調査区全体に木の根

による撹乱が見られた。

３　遺構

　第172次調査区では、斎宮跡の土器編年を基準と

した時期区分でいう、斎宮Ⅱ－１～Ⅲ－１期にかけ

ての掘立柱建物11棟、土坑11基、溝１条を確認し

た。掘立柱建物は北部と南部に集中して見つかって

いるが、調査区中央部では見つかっていない。

 （１）斎宮Ⅱ－１期の遺構

ＳＢ10284　調査区北部で確認した桁行３間×梁間

２間の東西棟で、柱間は桁行2.1ｍ、梁間2.0ｍを

測る。建物軸はＮ４°Ｗである。ＳＢ10285の柱穴

に重複しており、規模もほぼ同じであることから、

建替えと考えられる。柱掘形は一辺約0.6～0.8ｍ

の方形を呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。重複

関係からＳＫ10287より古い遺構である。柱掘形か

ら土師器蓋・杯・甕、須恵器杯・甕などの小片が出

土しており、Ⅱ－１期の遺構と考えられる。

ＳＢ10285　調査区北部で確認した桁行３間×梁間

２間の東西棟で、柱間は桁行2.0ｍ、梁間2.0ｍを
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第Ⅱ－２図　第172・173・175次調査　調査区位置図（1:2,000）
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第Ⅱ－３図　第172次調査　遺構平面図（1:200）
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第Ⅱ－５図　第172次調査　ＳＫ10291・10293・10294・10304土層断面図（1:50）

西壁土層断面図

A

A′

B′

C′

F′D′

E′E

D F

0 5m

2m0

B

11.0m 11.0m
2

12
14

15

23
24

2
3

42

20
2019

18 1716 18 22 22
3 2

17

4 1 2 4
34

34

2

1

6
5

5 7
8 5

11 10
9
2

12 12
13 12

11.0m11.0m

11.0m

11.0m

C

11.0m

10.6m 11.2m

10.8m

SK10293 SK10294

北壁土層断面図

南壁土層断面図

SK10291南壁土層断面図 SK10304東壁土層断面図

SK10293・10294南壁土層断面図

21
21 21

24

23
34

2125

25
34

34
3233

31 3128
29

30

27
2 1

32

2

2 2

4

5
1 3 4

2
1

1

26

29

2

3 25

3233
31

29
30

18 22 22 21

4 4 5
8 9 12 12

12

1  根痕

2  暗灰黄色砂質土 (2.5Y4/2) 〔表土〕

3  にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 〔包含層〕

4  褐色粘質土 (10YR4/4) 地山ブロック少し含む

5  にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山大ブロック含む

6  にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む

7  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山小ブロック少し含む 〔SK10298〕

8  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山小ブロック少し含む 〔SK10298〕

9  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山ブロック含む 〔SK10297〕

10 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック少し含む 〔SK10297〕

11 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む 〔SK10297〕

12 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む 〔SD10295〕

13 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 地山大ブロック多く含む 〔SB10296〕

14 第8-9次調査埋め戻し土

15 黒褐粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック少し含む

16 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック少し含む

17 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む

1  黒褐色砂質土 (10YR3/1)

2  黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック含む

1  黒褐色砂質土 (10YR3/1)

2  黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む

18 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む 〔SK10288〕

19 黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック少し含む

20 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 地山ブロック多く含む

21 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック含む

22 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 〔SK10287〕

23 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 〔SK10283〕

24 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 〔SK10283〕

25 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)

26 オリーブ褐色砂質土 (2.5Y4/3) 地山ブロック少し含む 〔SK10305〕

27 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山小ブロック多く含む 〔SK10305〕

28 黒褐色砂質土 (10YR3/1) 〔SK10305〕

29 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 地山小ブロック少し含む 〔SK10305〕

30 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山小ブロック多く含む 〔SK10305〕

31 黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山大ブロック含む 〔SK10304〕

32 黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む 〔SK10304〕

33 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 地山小ブロック多く含む 〔SK10304〕

34 明褐色粘土 (7.5YR5/6) 〔地山〕

1  根痕

2  暗灰黄色砂質土 (2.5Y4/2) 〔表土〕

3  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山小ブロック多く含む

4  黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山大ブロック含む

5  黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む

第Ⅱ－４図　第172次調査　土層断面図（1:100）
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測る。建物軸はＮ４°Ｗである。ＳＢ10284の建替

えと考えられ、柱掘形はＳＢ10284よりも小さく一

辺約0.6ｍの隅丸方形を呈する。柱掘形から土師器

蓋・杯・甕、須恵器杯・甕などの小片が出土してお

り、出土遺物からⅡ－１期の遺構と考えられる。

ＳＢ10289　調査区北西部で東側柱列を確認した、

梁間２間の東西棟と考えられる掘立柱建物である。

柱間は2.3ｍ、建物軸はＮ４°Ｗである。柱穴に重

複して長さ約6.0ｍ、幅約0.6ｍ、深さ約0.2ｍの

溝が存在しており、「溝もち」掘立柱建物
①

になる

ものと考えられる。柱掘形は一辺約0.6ｍの方形

を呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。溝の北端は

ＳＫ10288に削平されており確認できなかった。溝

と柱掘形の埋土は黒色土で明確な違いは確認でき

ず、溝掘削後に柱掘形を確認した。重複関係より

ＳＫ10288よりも古い。柱掘形からは土師器杯の小

片、溝からは土師器杯（38）・皿（39）・甕（40・

41）などが出土しており、Ⅱ－１期の遺構と考え

られる。

ＳＢ0307　調査区中央部で確認した掘立柱建物で

ある。第８－９次調査Ｎトレンチで北側柱列を確認

しており、桁行５間×梁間２間の東西棟で、柱間は

桁行2.1ｍ、梁間2.1ｍである。柱掘形は方形を呈

し、今回確認した南東隅の柱穴は1.2ｍ×1.0ｍを

測る。建物軸はＮ４°Ｗである。重複関係からＳＫ

10297より古い。南東隅の柱掘形から遺物が多く出

土しており、土師器杯（28・29）・皿（30）の他、

土師器甕・竈、須恵器杯・甕などの破片が出土して

いる。出土遺物からⅡ－１期の遺構と考えられる。

ＳＢ10296　調査区中央部で確認した桁行３間×梁

間２間の東西棟で、柱間は桁行2.1ｍ、梁間2.1ｍ

である。建物軸はＮ６°Ｗである。今回の調査によ

りＳＢ0307に重複していることが明らかとなった。

柱掘形は一辺約0.6ｍの方形を呈し、柱痕跡は直

径約20㎝である。柱掘形からの出土遺物は土師器

杯・甕などの小片のみであるが、柱穴の重複関係か

らＳＢ0307・10300より新しく、ＳＫ10297より古

い。Ⅱ－１期でも後出する遺構と考えられる。

ＳＢ10299　調査区南西部で東側柱列を確認した掘

立柱建物である。西側は調査区外となるが、桁行３

間の南北棟と考えられ、柱間は2.1ｍである。建物

軸はＮ６°Ｗで、柱掘形は一辺約0.8ｍの方形ない

しは隅丸方形を呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。

重複関係からＳＫ10298より古い。柱掘形から土師

器杯・甕などの小片が出土しており、Ⅱ－１期の遺

構と考えられる。

ＳＢ10300　調査区南東部で西側柱列を確認した掘

立柱建物である。東側は調査区外となるが、梁間２

間の東西棟と考えられる掘立柱建物で、柱間は2.1

ｍ、建物軸はＮ４°Ｗである。柱掘形は直径約0.6

ｍの略円形を呈し、確認できた柱痕跡は直径約20

㎝である。重複関係からＳＢ10296より古い。柱掘

形からの出土遺物は土師器杯・甕、須恵器甕などの

小片があり、Ⅱ－１期の遺構と考えられる。

ＳＫ10291　調査区北東部で確認した土坑である。

平面形から２基以上の土坑が重複していると考えら

れたため徐々に掘り下げを行ったが、木の根による

撹乱を受けており、埋土が地山ブロックを含む黒色

土で一様であったため、重複関係を明らかにできな

かった。深さは約0.2ｍである。出土遺物は図示し

た１～27以外にも多数出土しており、整理箱２箱分

出土している。外面底部に記号状の墨書がされた土

師器杯（２）や内面底部に線刻の見られる土師器杯

（３）が出土している。出土遺物からⅡ－１期の遺

構と考えられる。

ＳＫ10292　調査区北東部、ＳＫ10291の南で確認

した土坑で、長辺約1.0ｍ×短辺約0.8ｍ、深さ約

0.1ｍの方形を呈す。外面底部に「×」字状の線刻

のある土師器皿（36）や土師器甕（37）、須恵器甕

が出土している。出土遺物からⅡ－１期の遺構と考

えられる。

ＳＤ10295　調査区中央西部で確認した南北溝であ

る。第８－９次調査でも確認しており、長さ約7.0

ｍ、幅約0.6ｍ、深さ約0.2ｍである。溝方向は概

ねＮ４°Ｗで、「溝もち」掘立柱建物と考えられる

ＳＢ10289に伴う溝と方向を揃えており、ほぼ同規

模であることから「溝もち」掘立柱建物に伴う溝の

可能性が考えられたが、溝底で柱穴を確認すること

はできなかった。遺物は土師器杯・甕の小片が出土

しており、Ⅱ－１期の遺構と考えられる。

ＳＫ10304　調査区南部で確認した東西約3.2ｍ×

南北2.5ｍ以上の概ね長方形を呈する土坑で、深さ
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は約0.3ｍである。土師器杯・皿（32）・甕（34）・

鍋（35）、須恵器杯（33）・甕などが出土している。

ＳＢ10302・10303、ＳＫ10305より古く、Ⅱ－１

期の遺構と考えられる。

ＳＫ10305　調査区南端で北部を確認した東西1.2

ｍ以上×南北1.5ｍ以上の方形を呈する土坑で、深

さは約0.4ｍである。調査時にはロクロ土師器が出

土したことからⅢ期の遺構と考えたが、土層断面か

ら、ＳＫ10305埋没後にピットが掘り込まれている

ことが確認できたため、Ⅲ－１期以降の建物の柱穴

からの混入と考えられる。土師器杯（31）・甕など

の出土遺物からⅡ－１期の遺構と考えられ、重複

関係よりＳＢ10303より古く、ＳＫ10304より新し

い。

（２）斎宮Ⅱ－３期の遺構

ＳＢ10303　調査区南部で確認した桁行３間以上×

梁間２間の東西棟と考えられる掘立柱建物である。

柱間は桁行2.0ｍ、梁間2.0ｍで、建物軸はＮ６°Ｗ

である。柱掘形は一辺約0.8ｍの方形を呈し、柱痕

跡は直径約20㎝である。重複関係からＳＢ10302

より古く、ＳＫ10304・10305より新しい。柱掘形

から土師器杯・皿・甕（67）、須恵器片、灰釉陶器

片が出土しており、Ⅱ－３期の遺構と考えられる。

ＳＫ10283　調査区北西隅で一部を確認した土坑で

ある。深さは約0.3ｍまで確認した。土師器杯・皿

（65）・甕（66）、須恵器甕などが出土しており、Ⅱ

－３期の遺構と考えられる。

ＳＫ10287　調査区北西部で確認した、東西約2.0

ｍ×南北約1.6ｍの楕円形を呈し、深さ約0.2ｍ

の土坑である。重複関係からＳＢ10284・10285よ

り新しい遺構である。出土遺物は土師器杯（53・

54）・甕（56）、須恵器甕、灰釉陶器椀・皿（55）

などがあり、Ⅱ－３期の遺構と考えられる。

ＳＫ10297　調査区南西部で確認した東西約2.5ｍ

×南北2.0ｍの楕円形を呈する土坑で、深さは約

0.3ｍである。重複関係からＳＢ0307・10296より

新しい土坑である。土師器蓋（57）・杯（58）・椀

（59・60）・皿（61）・甕、須恵器甕、灰釉陶器片な

どが出土しており、Ⅱ－３期の遺構と考えられる。

ＳＫ10298　調査区南西部、ＳＫ10297の南で確認

した土坑で、東西1.2ｍ以上×南北約1.5ｍの楕円

形を呈し、深さは約0.2ｍである。重複関係から

ＳＢ10299より新しい。土師器杯（62）・皿（63・

64）・甕、須恵器甕などが出土しており、出土遺物

からⅡ－３期の遺構と考えられる。

（３）斎宮Ⅱ－４期の遺構

ＳＢ10290　調査区北部で確認した桁行３間以上

×梁間２間の東西棟である。柱間は、梁間が北か

ら1.7ｍ、2.1ｍと異なっており、建物として疑問

を残すが、桁行は柱間1.8ｍで等間隔に並んでいる

ことから、掘立柱建物とした。柱掘形は直径0.4～

0.5ｍの円形を呈し、建物軸はＮ２°Ｗである。重

複関係からＳＫ10288より新しい。柱掘形から土師

器杯・甕、灰釉陶器椀・皿、小片だが緑釉陶器壺

（68）などが出土しており、Ⅱ－４期の遺構と考え

られる。

（４）その他のⅡ期の遺構

ＳＫ10288　調査区北西部で確認した土坑である。

東西1.0ｍ以上×南北2.2ｍ以上で深さ約0.2ｍで

ある。重複関係からＳＢ10290より古く、ＳＢ10289

より新しい。土師器椀（44・45）・皿（43）・台付鉢

（47）・甕、須恵器平瓶（48）、製塩土器（46）が出

土しており、Ⅱ－１～２期の遺構と考えられる。

ＳＫ10293　調査区中央部で確認した土坑である。

は東西3.0～4.0ｍ、南北約4.4ｍで北部が東に張

り出したような不整形を呈しており、深さ約0.2ｍ

である。埋土は地山ブロックを含む黒色土である。

須恵器甕の底部（51）の他、土師器杯・甕片が出

土しており、Ⅱ期の前半の遺構と考えられる。遺構

の規模と比べて遺物量は少なく、51以外は土師器、

須恵器の小破片が僅かに８点出土したのみである。

ＳＫ10294　調査区中央東部、ＳＫ10293の東部で

確認した土坑である。東西2.5ｍ以上、南北約5.4

ｍの不整形で、深さ約0.25ｍである。埋土はＳＫ

10293と同様で地山ブロックを少量含む黒色土であ

る。土師器杯（49）・椀（50）・甕、須恵器片などが

出土しており、Ⅱ期前半の遺構と考えられる。ＳＫ

10293同様出土遺物は遺構の規模と比べて少なく、

整理箱で１/３程度出土したのみである。

（５）斎宮Ⅲ期の遺構

ＳＢ10301　調査区南東部で西側柱列を確認した梁

間２間の東西棟と考えられる掘立柱建物で、柱間は
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遺構名
調査時
遺構名

ピット番号
※（　）はグリッド番号

時期
規模

間(ｍ)×間(ｍ)
柱間寸法

(ｍ)
主軸

方位
（Ｎ基準）

備考

SB0307 (8-9次) (x10)P8,P10 Ⅱ－1 5（10.5）×2（4.2）
（桁行）2.1
（梁間）2.1

東西 Ｎ4°Ｗ SB10296・SK10297より古

SB10284 建物1a
(v3)P1,P2/(v4)P1,P2/(w3)
P1,P2/(w4)P4/(x3)P3/(x4)
P1,P4,P7

Ⅱ－1 3（6.3）×2（4.0）
（桁行）2.1
（梁間）2.0

東西 Ｎ4°Ｗ SB10285・SK10287より古

SB10285 建物1b (x4)P2,P3 Ⅱ－1 3（6.0）×2（4.0）
（桁行）2.0
（梁間）2.0

東西 Ｎ4°Ｗ
SB10284より新
SK10287より古

SB10289 建物4 (w5)P7,P8,溝6 Ⅱ－1 －×2（4.6）
（桁行）－
（梁間）2.3

東西 Ｎ4°Ｗ
「溝もち」掘立柱建物か
SK10288より古

SB10290 建物2
(w5)P2,P4/(x5)P3/(v6)P5/
(w6)P1,P4/(x6)P6

Ⅱ－4 －×2（3.8）
（桁行）1.8
（梁間）1.7、2.1

東西 Ｎ2°Ｗ SK10288より新

SB10296 建物11 (w10)P2/(x10)P5,P12 Ⅱ－1 3（6.3）×2（4.2）
（桁行）2.1
（梁間）2.1

東西 Ｎ6°Ｗ
SB0307・10300より新
SK10297より古

SB10299 建物10
(w11)P8,P10/(w12)P4/
(w13)P3

Ⅱ－1 3（6.3）×－
（桁行）2.1
（梁間）－

南北 Ｎ6°Ｗ SK10298より古

SB10300 建物6 (y11)P1,P3 Ⅱ－1 －×2（4.2）
（桁行）－
（梁間）2.1

東西 Ｎ4°Ｗ SB10296より古

SB10301 建物7 (y10)P1/(y11)P10/(y12)P3 Ⅲ －×2（4.2）
（桁行）－
（梁間）2.1

東西 Ｎ4°Ｗ

SB10302 建物5
(w12)P1,P11/(w13)P1,P8/
(x12)P6,P9/(x13)P8,P9

Ⅲ－1 3（6.0）×2（4.0）
（桁行）2.0
（梁間）2.0

南北 Ｎ5°Ｗ SB10303・SK10304より新

SB10303 建物9
(w12)P12/(x12)P13/(w13)
P5,P10

Ⅱ－3 －×2（4.0）
（桁行）2.0
（梁間）2.0

東西 Ｎ6°Ｗ
SB10302より古
SK10304・10305より新

第Ⅱ－１表　第172次調査　掘立柱建物一覧表

第Ⅱ－２表　第172次調査　遺構一覧表

遺構名
調査時
遺構名

グリッド番号 時期 出土遺物 備考

SK10283 土坑５ v03 Ⅱ－3 土師器杯・皿・甕、須恵器甕

SK10287 土坑２ v04～w05 Ⅱ－3
土師器杯・甕、須恵器甕、灰釉陶
器椀・皿

SB10284・10285より新

SK10288 土坑３ v05・w05 Ⅱ－1～2
土師器椀・皿・台付鉢・甕、須恵器
平瓶、製塩土器

SB10289より新
SB10290より古

SK10291 土坑１ x04・05 Ⅱ－1
土師器杯・椀・皿・高杯・竈・甕・鍋、
須恵器杯・甕、丸瓦

SK10292 土坑６ x05 Ⅱ－1 土師器皿・甕、須恵器甕

SK10293 土坑７ w07～x08 Ⅱ 土師器杯・甕、須恵器甕

SK10294 土坑８ x07～y08 Ⅱ 土師器杯・椀・甕、須恵器

SD10295 溝１ w08～w10 Ⅱ－1 土師器杯・甕

SK10297 土坑９ w10・11 Ⅱ－3
土師器蓋・杯・椀・皿・甕、須恵器
甕、灰釉陶器

SB0307・10296より新

SK10298 土坑10 w11 Ⅱ－3 土師器杯・皿・甕、須恵器甕 SB10299より新

SK10304 土坑11 x13 Ⅱ－1 土師器杯・皿・甕・鍋、須恵器杯・甕 SB10302・10303・SK10305より古

SK10305 土坑15 x13 Ⅱ－1 土師器杯・甕
SB10303より古
SK10304より新
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2.1ｍ、建物軸はＮ４°Ｗである。柱掘形は一辺約

0.5ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。

遺物は土師器杯・皿、灰釉陶器椀（69）が出土し

ており、Ⅲ期の遺構と考えられる。

ＳＢ10302　調査区南部で確認した桁行３間×梁間

２間の南北棟で、柱間は桁行2.0ｍ、梁間2.0ｍで

ある。建物軸はＮ５°Ｗで、柱掘形は直径約0.5ｍ

の円形を呈する。重複関係からＳＢ10303・ＳＫ

10304より新しい遺構である。柱掘形から土師器杯

などが出土しており、Ⅲ－１期の遺構と考えられ

る。なお、柱痕跡からは混入と考えられる内面に墨

痕の残る灰釉陶器椀（70）が出土している。

３　出土遺物

（１）斎宮Ⅱ－１期の遺物

ＳＫ10291（１～27）　土師器杯Ａ（２～10）は、

２は底部をヘラケズリ調整するもので、他はナデ調

整である。４は口縁部が外反するもの、その他は平

坦な底部から口縁部が直線的あるいは内弯気味に

立ち上がるもので、口径12～14㎝、器高3.0㎝前

後のもの（２～６・８～10）と、口径17.5㎝、器

高3.9㎝の大型のもの（７）がある。２の外面底部

には記号状の墨書が、３の内面底部にはきわめて細

い線で円を複数重ねたような線刻が見られる。土

師器椀Ａ（11・12）は小さく平らな底部から内弯

気味に緩やかに口縁部が立ち上がるもので、いず

れも体部にはユビオサエの痕跡が残る。土師器皿

Ａ（13～15）は、平坦な底部から直線的に口縁部

が開くもので、底部はナデ調整である。土師器高杯

（16）は脚部を欠損しており、杯部は皿状で底部を

ヘラケズリする。17は土師器竈と考えられ、体部

外面タテハケ、内面ヨコハケ調整される。土師器甕

Ａ（18～21）は、口径12.9㎝、器高8.9㎝と小型

のもの（18）と、口径が16.4～17.7㎝のもの（19

～21）がある。底部まで残存する18・21は、外面

タテハケ調整後底部をヘラケズリ調整し、内面はヨ

コハケ調整後下半部をヘラケズリ調整するものであ

る。22～24は甕Ｃと考えられる。土師器鍋（25・

26）は体部に把手の付く鍋Ｂで、26は内面下部の

ヘラケズリ調整が確認できる。須恵器杯Ａ（１）

は、ほぼ完形で出土しており、口縁部に歪みが見ら

れる。丸瓦（27）は、内面に布目痕が見られる。

ＳＫ10292（36・37）　土師器皿Ａ（36）は、口縁

部は内弯気味に外上方へ立ち上がるもので、底部外

面はナデ調整される。底部外面には「×」字状の線

刻が見られる。土師器甕Ａ（37）は、口径約18.0

㎝に復元できる口縁部小片である。

ＳＫ10304（32～35）　土師器皿Ａ（32）は、口縁

部が平坦な底部からやや内弯気味に開き、底部はナ

デ調整である。土師器甕Ａ（34）は、外面タテハ

ケ、内面はヨコハケ後下半をヘラケズリ調整してお

り、口縁部外面に煤、内面下半部に炭化物が付着し

ている。土師器鍋（35）は体部外面をタテハケ調

整、内面を横方向のヘラケズリ調整する。須恵器

杯Ｂ（33）は、佐波理椀の写しと思われるもので、

底部と体部の境が明瞭で、口縁部は大きく外反す

る。体部下半から底部は回転ヘラケズリ調整され、

低い角高台を有する。

ＳＫ10305（31）　土師器杯Ａ（31）は口径19.4

㎝、器高3.8㎝の大型のもので、体部下半をヘラケ

ズリ調整するものである。

ＳＢ0307（28～30）　いずれも南東隅の同じ柱掘

形から出土している。土師器杯Ａ（28・29）は、

口縁部が内弯気味に立ち上がるもので、29は口縁

端部が外反する。土師器皿Ａ（30）は、口縁部が

内弯気味に立ち上がるもので、内外面とも器壁が磨

滅しており、調整は不明瞭である。

ＳＢ10289（38～41）　ＳＢ10289に伴う溝からの

出土遺物である。土師器杯Ａ（38）は口縁部が外

上方に大きく開くものであり、底部はナデ調整であ

る。土師器皿Ａ（39）は口縁部が内弯気味に立ち

上がるもので、底部はナデ調整である。土師器甕Ｃ

は、体部外面タテハケ調整、内面ヨコハケ調整のも

の（40）と体部外面タテハケ調整、内面板ナデ調

整のもの（41）がある。

（２）斎宮Ⅱ－３期の遺物

ＳＫ10283（65・66）　土師器皿Ａ（65）は器壁が

薄く器高の低い扁平な皿で、底部はユビオサエの痕

跡が明瞭である。土師器甕Ｃ（66）は口縁部から

体部上半の小片で、体部外面はタテハケ調整、内面

はナデ調整である。

ＳＫ10287（52～56）　土師器杯Ａ（52）は、平坦
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な底部から口縁部が直線的に立ち上がるもので、体

部下半をヘラケズリ、底部外面はナデ調整をし、底

部外面には「×」字状の線刻を施す。重複する建物

ＳＢ10284・10285からの混入と考えられ、斎宮Ⅱ

－１期のものであろう。土師器杯Ａ（53・54）は、

底部が丸みを持ち、ヨコナデにより外反する口縁

部が付くものであり、器壁が全体的に薄い。54は

口縁端部内外面に煤が付着する。土師器甕Ａ（56）

は、体部外面を粗いタテハケ調整するが、煤が付着

し不明瞭である。灰釉陶器皿（55）はやや外側に

開く角高台を有する。灰釉は高台部を除く体部外面

と内面全体に刷毛塗りされる。

ＳＫ10297（57～61）　土師器蓋（57）はつまみが

貼り付けられるもので、体部上半はヘラミガキが施

される。土師器皿Ａ（61）は平坦な底部から口縁

部がやや内弯気味に外上方に開くものであり、底

部外面はナデ調整である。57・61は、重複する建

物ＳＢ0307かＳＢ10296からの混入と考えられ、

斎宮Ⅱ－１期に相当すると思われる。土師器杯Ａ

（58）はやや丸みを持った底部から口縁部が外反す

るもので、土師器椀Ａ（59・60）は丸い底部から

内弯気味に口縁部が立ち上がり、口縁端部が外反す

るものである。

ＳＫ10298（62～64）　土師器杯Ａ（62）は丸みを

持った底部から口縁部が強く外反するものである。

土師器皿Ａ（63・64）は、口縁部がやや内弯気味

に立ち上がり、口縁端部はヨコナデにより外反す

る。いずれも器壁は薄く、底部にはユビオサエの痕

跡が残る。

ＳＢ10303（67）　土師器甕Ａ（67）は、口縁端部

が内側に肥厚するものである。体部外面はタテハケ

調整だが、器壁は摩耗しているため不明瞭である。

ＳＢ10290（68）　緑釉陶器壺Ｅ（68）は、口縁部

小片である。施釉は内外面に見られ、素地は硬質で

ある。猿投産と考えられる。

（３）斎宮Ⅱ期の遺物

ＳＫ10288（43～48）　土師器皿Ａ（43）は浅い底

部からヨコナデにより口縁部が外反するもので、体

部にユビオサエの痕跡が残る。土師器椀Ａ（44・

45）は小さく平らな底部から口縁部が内弯気味に

立ち上がるもので、45は体部までユビオサエが残

り、口縁端部をヨコナデする。製塩土器（46）は

いわゆる志摩式製塩土器で、口径18.1㎝に復元で

きるものである。被熱により外面の剥離、赤変が見

られる。土師器台付鉢（47）は、外面は体部・台

部ともハケ調整を行う。須恵器平瓶（48）は口頸

部を欠損するものの、体部は大部分が残存するもの

で、体部外面には他の須恵器片の釉着がある。体部

上面に把手の痕跡が見られる。

ＳＫ10294（49・50）　49は土師器杯Ａの口縁部で

ある。土師器椀Ａ（50）は、底部から内弯気味に

口縁部が立ち上がる。いずれも小片である。

ＳＫ10293（51）　51は、底部が平底の須恵器甕の

下半部である。外面はタタキ痕が見られ、粘土の輪

積みの痕跡が残る。

ＳＢ10301（69）　灰釉陶器椀（69）はＳＢ10301

の柱掘形から出土しており、高台はややシャープさ

に欠けた三日月形を呈する。体部外面に灰釉が見ら

れる。Ⅲ期の遺構からの出土であるが、Ⅱ期の遺物

が混入したものと考えられる。

ＳＢ10302（70）　灰釉陶器椀（70）はＳＢ10302

の柱穴柱痕跡からの出土で、三日月高台を有する。

内面体部に墨痕が見られる。Ⅲ期の遺構から出土し

ているが、Ⅱ期の遺物が混入したものと考えられ

る。

（４）その他の遺物（71～98）

　71～74は、掘立柱建物にはならない柱穴から出

土した。須恵器杯Ａ（71）は、底部を回転ヘラケ

ズリ調整する。土錘（72・73）は土師質のもので、

72は両端を面取りする。土玉（74）は土師質のも

ので、直径1.6㎝の球形を呈する。

　土師器椀Ａ（75）は体部から口縁部が内弯気味

に外方へ開くもので、内面に放射状の暗文が施さ

れる。土師器杯Ａは外面体部下半から底部をヘラ

ケズリ調整するもの（76・77・80）、ナデ調整する

もの（79）がある。78は杯Ｂで、高台部が剥離し

ている。80の内面には放射状の暗文が、77・78の

内面には放射状の暗文と螺旋状の暗文が施される。

79の底部外面には「風」の可能性がある墨書が見

られる。土師器皿Ａ（81）は外面体部下半から底

部をヘラケズリ調整するもので、内面には放射状・

螺旋状の暗文が施される。82は土師器鉢と考えら
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れる平底の底部で、外面はヘラケズリ調整される。

ロクロ土師器は底部が厚く突出する小皿（83）、杯

Ｂ（84）が出土している。須恵器台付杯（85）は、

杯部の底部を糸切後、台部を貼付ける。灰釉陶器

皿（86）・椀（87・88）は三日月高台を有するもの

で、87は口縁部から体部内外面上半に、88は体部

内面に灰釉が刷毛塗りされる。その他、無釉陶器椀

（89）、越州窯系の青磁椀（90）、白磁椀（91）など

が出土している。灰釉陶器壺（92）は、体部外面

下半をロクロケズリし、高台は貼付である。灰釉は

外面体部の底部付近まで施される。製塩土器（93）

は、いわゆる志摩式製塩土器で、器壁は被熱により

赤変、剥離が見られる。土錘（94～96）は調査区

の南部で出土している。いずれも土師質のもので、

94は端部一方を面取りする。須恵器杯（97）は須

恵器杯Ｂの底部小片で、外面に「秋」と思われる墨

書が見られる。丸瓦（98）は内面に布目痕が見ら

れるものである。

４　まとめ

　第172次調査は、御館区画南部中央の調査で、

370㎡の狭小な調査のため全容のわかるものは少な

いが、11棟の掘立柱建物を確認した。

　斎宮Ⅱ－１期に相当する掘立柱建物は７棟確認し

た。調査区北半で確認した３棟はいずれも建物軸が

Ｎ４°Ｗのものである。ＳＢ10284とその建替えで

あるＳＢ10285は３間×２間の東西棟で、東側柱の

みを確認したＳＢ10289は、「溝もち」掘立柱建物

と考えられる建物である。調査区南半では４棟を確

認し、そのうちＳＢ0307は５間×２間の東西棟で、

柱掘形が一辺１ｍを超える大型のものである。御

館区画南東部で行った第19・55次調査では、同様

に大型の柱掘形を持つ５間×２間のＳＢ0309、４

間×２間のＳＢ0312を調査区南半で確認している

が、これらは第８－９次調査Ｎトレンチで北側柱列

を確認しており、柱筋がほぼ揃うこと、いずれも

建物軸がＮ４°Ｗの東西棟であることから、東西方

向に規則的に配置されていた可能性がある。第172

次調査ではⅡ－１期でもＳＢ0307に後出するＳＢ

10296・10299の建物軸はＮ６°Ｗで、やや西に偏る

建物があることも確認されている。

　それに引き続く斎宮Ⅱ－１～２期の段階では、御

館区画南東部には建物軸がほぼ正方位である南・東

に庇を持つ大型建物ＳＢ1000と、それと方向を揃

える建物群が建てられるが、第172次調査ではその

ような建物は見られず、区画南部中央付近と南東部

では異なる空間利用がなされていたことがうかがえ

る。

　斎宮Ⅱ－３期以降では、Ⅱ－３期に相当する掘立

柱建物を調査区南半で１棟、Ⅱ－４期のものを調査

区北半で１棟、Ⅲ期のものを南半で２棟確認した。

　第172次調査では、斎宮Ⅱ－１期の掘立柱建物は

調査区全域で確認できるが、Ⅱ－３期以降には建物

が調査区南半に偏ることを確認した。区画南東部で

も斎宮Ⅲ期になると調査区南半に掘立柱建物が集中

する様相を呈しており、区画南部中央付近でも同様

の建物分布であった可能性が考えられる。

　御館区画は、成立期の方格地割と古代伊勢道が接

続する地点にあたることや、「御館」という地名か

ら、現時点では寮頭館の有力候補となっている区画

である。御館区画の南半は畑地で地形的に高く、第

172次調査の成果からも、遺構は良好に残っている

と考えられる。今後周辺の調査を進め、御館区画の

実態解明を行う必要がある。

〔註〕

①�倉田直純「斎宮跡で確認の所謂「布掘」・「溝もち」掘立柱建物

について」『斎宮歴史博物館　研究紀要　二十』斎宮歴史博物

館　2011
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第Ⅱ－６図　第172次調査　遺物実測図①（1:4）
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第Ⅱ－７図　第172次調査　遺物実測図②（1:4）
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第Ⅱ－８図　第172次調査　遺物実測図③（1:4）
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番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

1 須恵器 杯Ａ SK10291
口径
器高

12.4
3.5

外面：ロクロナデ、ヘラ切り後ナデ
内面：ロクロナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 灰5Y6/1 ほぼ完形 口縁1㎝強の歪み 018-02

2 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

13.3
3.3

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙2.5YR6/6 口縁部4/12 底部に墨書 026-05

3 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

12.3
3.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部6/12 内面に円形の線刻 026-06

4 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

11.6
3.0

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部1/12 外面に粘土接合痕 014-04

5 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

13.3
2.8

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/8 口縁部2/12 014-03

6 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

13.5
2.8

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい橙5YR6/4 口縁部2/12 014-08

7 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

17.5
3.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙2.5YR6/6 口縁部4/12 017-02

8 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

13.3
3.1

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部1/12 014-07

9 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

13.1
3.0

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部7/12 外面に粘土接合痕 016-05

10 土師器 杯Ａ SK10291
口径
器高

12.6
2.9

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部2/12 014-09

11 土師器 椀Ａ SK10291
口径
器高

12.2
3.5

外面：ヨコナデ。オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部3/12 014-10

12 土師器 椀Ａ SK10291
口径
器高

12.3
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部6/12 014-05

13 土師器 皿Ａ SK10291
口径
器高

16.8
2.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 014-06

14 土師器 皿Ａ SK10291
口径
器高

17.9
2.1

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部3/12 016-04

15 土師器 皿Ａ SK10291
口径
器高

17.6
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙2.5YR7/8 口縁部4/12 016-03

16 土師器 高杯 SK10291
口径
残高

17.4
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ、ケズリ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙2.5YR6/6 口縁部4/12 014-02

17 土師器 竈 SK10291
口径
残高

24.4
10.3

外面：オサエ・ナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部1/12 016-02

18 土師器 甕Ａ SK10291
口径
器高

12.9
8.9

外面：ヨコナデ、ハケメ、ナデ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部3/12 017-04

19 土師器 甕Ａ SK10291
口径
残高

16.7
5.8

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部3/15 015-02

20 土師器 甕Ａ SK10291
口径
残高

17.7
10.6

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部3/12 内面に工具痕 018-04

21 土師器 甕Ａ SK10291
口径
器高

16.4
14.3

外面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部7/12 018-01

22 土師器 甕Ｃ SK10291
口径
残高

25.5
7.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4
口縁部1/12

未満
015-03

23 土師器 甕Ｃ SK10291
口径
残高

24.5
7.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 016-06

24 土師器 甕Ｃ SK10291
口径
残高

27.2
4.5

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部4/12 018-03

25 土師器 鍋Ｂ SK10291
口径
残高

36.6
12.0

外面：ヨコナデ、ハケメ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ハケメ、オサエ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部4/12 019-01

26 土師器 鍋Ｂ SK10291
口径
残高

38.0
15.4

外面：ヨコナデ、ハケメ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 内面に煤少々付着 017-01

27 丸瓦 － SK10291
残長
残幅
厚み

7.6
7.3
1.9

外面：ナデ
内面：布目痕

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄2.5Y6/3 1/12未満 018-05

28 土師器 杯Ａ SB0307
口径
器高

12.8
2.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 002-09

29 土師器 杯Ａ SB0307
口径
器高

17.2
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部2/12 002-07

30 土師器 皿Ａ SB0307
口径
器高

16.5
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部2/12 002-06

31 土師器 杯Ａ SK10305
口径
器高

19.4
3.8

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 012-02

32 土師器 皿Ａ SK10304
口径
器高

21.6
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0ｍｍ
小石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部3/12 011-01

33 須恵器 杯Ｂ SK10304
口縁
器高
底径

18.5
5.2

10.9

外面：ロクロナデ、ロクロケズリ、貼付高台
内面：ロクロナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 灰白10YR7/1 口縁部7/12 011-03

34 土師器 甕Ａ SK10304
口径
残高

16.3
14.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～1.0ｍｍ
小石・砂粒含）

良 灰黄褐10YR6/2 口縁部6/12
外面口縁部に煤、内
面体部下半に炭化物
付着

029-01

第Ⅱ－３表　第172次調査　遺物観察表（１）
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第Ⅱ－４表　第172次調査　遺物観察表（２）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

35 土師器 鍋 SK10304
口径
残高

45.4
8.7

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ケズリ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部2/12 029-02

36 土師器 皿Ａ SK10292
口径
器高

18.0
2.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR6/8 口縁部5/12
底部に線刻、粘土接
合痕

008-01

37 土師器 甕Ａ SK10292
口径
残高

18.0
3.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部1/12 008-02

38 土師器 杯Ａ SB10289
口径
器高

17.0
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙５YR6/6 口縁部3/12 001-04

39 土師器 皿Ａ SB10289
口径
器高

21.3
2.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR6/3 口縁部2/12 001-01

40 土師器 甕Ｃ SB10289
口径
残高

24.3
4.8

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 001-03

41 土師器 甕Ｃ SB10289
口径
残高

24.2
10.2

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、板ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部3/12 001-02

42 土師器 甕Ｃ SB10296
口径
残高

21.8
5.2

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密 良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部1/12 002-02

43 土師器 皿Ａ SK10288
口径
器高

14.7
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部4/12 005-01

44 土師器 椀Ａ SK10288
口径
器高

14.9
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部8/12 外面に粘土接合痕 005-03

45 土師器 椀Ａ SK10288
口径
器高

15.1
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密 良 橙5YR7/6 口縁部3/12 外面に粘土接合痕 005-02

46
製塩
土器

－ SK10288
口径
器高

18.1
5.3

外面：オサエ・ナデ
内面：オサエ・ナデ

粗（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部2/12
志摩式。外面被熱に
よる赤変・剥離あり

026-04

47 土師器 台付鉢 SK10288
底径
残高

24.0
9.4

外面：ハケメ、ヨコナデ、オサエ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 底部10/12 005-04

48 須恵器 平瓶 SK10288
底径
残高

13.2
9.6

外面：オサエ・ナデ、ロクロケズリ、糸切痕
内面：オサエ・ナデ、ロクロナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 灰黄2.5Y６／２ 底部11/12 土器の釉着あり 005-05

49 土師器 杯Ａ SK10294
口径
残高

17.0
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 内外面とも摩滅 009-01

50 土師器 椀Ａ SK10294
口径
器高

12.7
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部1/12 009-02

51 須恵器 甕 SK10293
底径
残高

16.9
10.8

外面：タタキ、ナデ
内面：ナデ、オサエ・ナデ

密（小石・砂粒
含）

良 灰黄2.5Y6/2 底部7/12 内面に粘土接合痕 008-03

52 土師器 杯Ａ SK10287
口径
器高

13.8
3.0

外面：ヨコナデ、ケズリ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR6/6 ほぼ完形 底部に線刻 027-01

53 土師器 杯Ａ SK10287
口径
器高

14.0
2.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部2/12 004-02

54 土師器 杯Ａ SK10287
口径
器高

14.2
2.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙5YR6/6 口縁部5/12
口縁部内外面に煤
底部外面工具痕

004-01

55
灰釉
陶器

皿 SK10287
底径
残高

6.6
1.9

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：施釉

密 良
素地：灰黄2.5Y7/2
釉薬：鶸茶815

底部5/12 004-03

56 土師器 甕Ａ SK10287
口径
残高

17.0
9.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部3/12 外面に煤付着 004-04

57 土師器 蓋 SK10297 残高 2.0
外面：オサエ・ナデ、ナデ、ミガキ
内面：調整不明

密 良 橙5YR6/6 小片 010-05

58 土師器 杯Ａ SK10297
口径
器高

15.2
2.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部4/12 010-04

59 土師器 椀Ａ SK10297
口径
器高

12.3
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 内外面とも摩滅 010-02

60 土師器 椀Ａ SK10297
口径
器高

13.3
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙2.5YR6/8 口縁部6/12 外面に粘土接合痕 010-01

61 土師器 皿Ａ SK10297
口径
器高

17.6
2.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙7.5YR7/6 口縁部1/12 内外面とも摩滅 010-03

62 土師器 杯Ａ SK10298
口径
器高

14.6
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部4/12 013-03

63 土師器 皿Ａ SK10298
口径
器高

13.9
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部4/12 013-02

64 土師器 皿Ａ SK10298
口径
器高

16.4
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部1/12 013-01

65 土師器 皿Ａ SK10283
口径
器高

14.6
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部2/12 007-01

66 土師器 甕Ｃ SK10283
口径
残高

26.0
2.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/8
口縁部1/12

未満
007-02

67 土師器 甕 SB10303
口径
残高

24.0
6.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 灰黄褐10YR5/2 口縁部1/12 外面摩耗 003-01

68
緑釉
陶器

壺Ｅ SB10290
口径
残高

8.0
2.9

外面：ロクロナデ、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密 良
素地：灰オリーブ
5Y6/2
釉薬：青白橡989

口縁部1/12
硬質
猿投産

026-01
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第Ⅱ－５表　第172次調査　遺物観察表（３）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

69
灰釉
陶器

椀 SB10301
底径
残高

8.0
2.2

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰黄2.5Y7/2
釉薬：威光茶990

底部3/12 002-08

70
灰釉
陶器

椀 SB10302
口径
器高
底径

14.9
4.9
7.4

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 素地：灰黄2.5Y7/2
口縁部2/12
底部2/12

内面に墨痕 026-03

71 須恵器 杯Ａ
x8

pit1
口径
器高

12.4
3.3

外面：ロクロナデ、ヘラケズリ、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 灰5Y6/1 口縁部2/12 002-01

72 土製品 土錘
w08
pit6

長さ
直径
重量

5.2
2.6

32.39g
ナデ 密 良 褐灰10YR4/1 ほぼ完形 002-04

73 土製品 土錘
w11

pit5柱
痕

長さ
直径
重量

3.6
1.0

3.09g
ナデ 密 良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 002-03

74 土製品 玉
x10

pit11
直径 1.6 ナデ 密 良 橙5YR6/6 ほぼ完形 025-02

75 土師器 椀Ａ
x07

土坑4
口径
残高

14.3
3.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ヘラミガキ

密 良 橙5YR7/6 口縁部4/12 006-03

76 土師器 杯Ａ
w9

包含層
口径
器高

15.7
2.9

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 橙2.5YR6/6 口縁部1/12 020-08

77 土師器 杯Ａ
w06

包含層
口径
器高

16.9
3.1

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、螺旋状・放射状暗文

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部4/12 底部剥離 020-05

78 土師器 杯Ｂ
w06

包含層
口径
残高

18.5
4.2

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、螺旋状・放射状暗文

密 良 橙5YR6/6 口縁部3/12 高台剥離 020-07

79 土師器 杯Ａ
w06

包含層
残高 4.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4
口縁部残存

なし
底部に墨書「風」？ 027-02

80 土師器 杯Ａ
w11

包含層
口径
残高

21.5
4.5

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、放射状暗文

密 良 橙5YR6/6 口縁部1/12 外面に粘土接合痕 022-01

81 土師器 皿Ａ
w07

包含層
口径
器高

24.8
2.4

外面：ヨコナデ、ヘラケズリ
内面：ヨコナデ、螺旋状・放射状暗文

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部1/12 020-06

82 土師器 鉢
x08

包含層
残高 3.8

外面：ヘラケズリ
内面：ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 底部4/12 022-06

83
ロクロ
土師器

台付小
皿

x9
包含層

底径 3.3
外面：ロクロナデ、糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良 灰白10YR8/2
底部ほぼ完

形
021-02

84
ロクロ
土師器

杯Ｂ
x13

包含層
底径
残高

12.0
2.4

外面：ハケメ、ロクロナデ、貼付高台、ナデ
内面：ロクロナデ

密 良 にぶい橙7.5YR6/4
底部1/12未

満
022-08

85 須恵器 台付杯
v05

包含層

口径
器高
底径

11.4
5.9
5.2

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 灰5Y6/1
口縁部2/12
底部4/12

023-07

86
灰釉
陶器

皿
v03

包含層
底径
残高

9.3
1.7

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～0.5mm砂
粒含）

良
素地：灰黄褐10YR6/2
釉薬：木蘭色964

底部3/12 023-05

87
灰釉
陶器

椀
w06

包含層

口径
器高
底径

14.0
4.8
7.2

外面：施釉、貼付高台、糸切痕
内面：施釉

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 素地：灰黄褐10YR6/2 底部3/12 020-02

88
灰釉
陶器

椀
w05

包含層
底径
残高

7.6
3.0

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良
素地：にぶい黄橙
10YR7/2
釉薬：水縹993

底部4/12 024-04

89 陶器 山茶椀
x12

包含層
底径
残高

6.1
2.0

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.0ｍｍ
小石・砂粒含）

良 灰黄2.5Y7/2 底部6/12 011-05

90 青磁 椀
y12

包含層
口径
残高

15.4
3.3

外面：ロクロナデ、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密 良
釉薬：灰オリーブ
5Y6/2

口縁部1/12
越州窯系
内外面に貫入あり

028-02

91 白磁 椀
x10
表土

底径
残高

5.8
2.0

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：施釉

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰黄2.5Y6/2
釉薬：灰白7.5Y8/1

底部4/12 027-04

92
灰釉
陶器

壺
x07

土坑4
底径
残高

10.2
5.9

外面：ロクロケズリ、貼付高台、施釉
内面：ロクロナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 素地：灰黄2.5Y7/2 底部2/12 006-07

93
製塩
土器

w05
包含層

口径
器高

13.9
5.4

オサエ・ナデ
やや粗（～

1.5mm小石・砂
粒含）

良 橙5YR6/6
口縁部1/12

未満
027-03

94 土製品 土錘
x10

包含層

長さ
直径
重量

5.4
2.1

20.23g
ナデ 密 良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 022-10

95 土製品 土錘
w12

包含層

長さ
直径
重量

5.6
1.4

6.98g
ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 022-09

96 土製品 土錘
y11

包含層

長さ
直径
重量

4.6
1.4

7.28g
ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR6/3 ほぼ完形 023-01

97 須恵器 杯Ｂ 表土
残長
残幅
厚み

7.3
3.5

外面：ロクロナデ
内面：ロクロナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 にぶい黄2.5Y6/3 小片 外面に墨書「秋」 028-03

98 丸瓦 － 表土
残長
残幅
厚み

7.3
7.6
2.0

外面：ナデ
内面：布目痕

密（小石・砂粒
含）

良 にぶい黄2.5Y6/3 1/12未満 021-04
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写真図版Ⅱ－１　第172次調査　遺構（１）

ＳＢ10290（西から）

ＳＢ10284・10285（南から）
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写真図版Ⅱ－２　第172次調査　遺構（２）

ＳＢ00307・10296（北から）

ＳＢ10290（南から）
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写真図版Ⅱ－３　第172次調査　遺構（３）

ＳＢ10301（南から）

ＳＢ00307・10296（西から）
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写真図版Ⅱ－４　第172次調査　遺物
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　第Ⅲ－１図　第173次調査　
　　　　　　　大地区・グリッド図（1:400）

Ⅲ　第173次調査
（６ＡＲ９　下園地区）

１　はじめに

　第173次調査区は、史跡東半で確認している方格

地割北辺の下園東区画東部に位置している。下園東

区画では、これまで第８－10・10・18－１・18－

２・23・47・129・166・168・174－８次調査を行

っており、今回の調査区は、北に第174－８次調査

区が、南に第18－２次調査区が、東に第10次調査

区が隣接している。

　下園東区画の調査では、区画東辺・南辺の道路の

ほか、平安時代全般にわたる掘立柱建物を確認して

いる。区画東部では、平安時代初期から前期には桁

行５間×梁間２間で東西棟の掘立柱建物が柱筋を揃

えて規則的に配置されている可能性が考えられてい

る。しかし、区画全体としては依然不明な点が多い

ため、第173次調査は、下園東区画東部の遺構状況

を確認し、建物の変遷や空間利用の実態解明を目的

として実施した。

　調査は平成23年11月28日から平成24年２月21

日まで実施し、調査面積は390㎡である。

２　地形と層位

　調査区は標高約9.9ｍの平坦地であり、現況は畑

地である。

　基本層位は、北部では約0.2ｍの表土直下、標高

約9.7ｍで地山面が確認できる。南部では、標高約

9.6ｍでいわゆる黒ボク土が約0.1ｍ見られ、表土

下約0.4ｍ、標高約9.5ｍで地山面が確認できる。

調査区南側は浅い谷状地形が存在していたことが判

明しており、調査区も地山面は南に向かって傾斜し

ている。地山は地下水位の影響か北部では明黄褐色

粘土、南部では還元化された灰白色粘土である。遺

構検出は北部では地山である明黄褐色粘土上で行

い、南部では、黒ボク土層上面で遺構検出を試みた

が、遺構の輪郭が明瞭ではなかった。慎重を期する

ために徐々に掘削をしたが、黒ボク土層は約0.1ｍ

と浅いことから、地山上面で遺構を検出した。

３　遺構

　第173次調査では、斎宮跡の土器編年を基準とし

た時期区分でいう斎宮Ⅱ－１～Ⅲ期の掘立柱建物

11棟、土坑９基、溝１条を確認した。掘立柱建物

は調査区北半に集中して見られた。

（１）斎宮Ⅱ－１期の遺構

ＳＫ10321　調査区北半で確認した、長辺約4.0ｍ

×短辺約1.2ｍの楕円形を呈する土坑で、深さは約

0.2ｍである。重複関係からＳＢ10320・10324よ

り古い遺構である。土師器杯（１・２）・皿（３）・

甕（４・５）などが出土しており、Ⅱ－１期の遺構

と考えられる。

（２）斎宮Ⅱ－２期の遺構

ＳＢ10311　調査区北部で確認した掘立柱建物であ

る。北半部は第174－8次調査で確認している。桁

行５間×梁間２間の東西棟で、柱間は桁行2.4ｍ、

梁間2.4ｍ、建物軸はＮ３°Ｗである。柱掘形は一

辺約0.8ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径20～30㎝で
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第Ⅲ－２図　第173次調査　遺構平面図（1:200）
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第Ⅲ－３図　第173次調査　土層断面図（1:100）
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1  盛土

2  オリーブ褐色粘質土 (2.5Y4/3) 〔表土〕

3  暗褐色砂質土 (10YR3/3)

4  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

5  暗褐色粘質土 (10YR3/3)

6  黒褐色粘質土 (10YR3/2)

7  オリーブ褐色粘質土 (2.5Y4/3)

8  暗褐色粘質土 (10YR3/3)

9  暗褐色粘質土 (10YR3/3) 地山ブロック含む

10 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)

11 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 〔SK10329〕

12 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む 〔SK10329〕

13 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 〔SK10329〕

14 オリーブ褐色粘質土 (2.5Y4/3) 〔SK10329〕

15 暗灰黄色粘質土 (2.5Y4/2) 〔SK10329〕

16 根痕

17 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

18 暗褐色粘質土 (10YR3/3)

19 黒褐色粘質土 (10YR3/2)

20 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む

21 黒褐色砂質土 (10YR3/2) 地山ブロック含む

22 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)

23 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

24 暗灰黄色粘質土 (2.5Y4/2)

25 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

26 暗褐色砂質土 (10YR3/3)

27 暗褐色砂質土 (10YR3/3) 〔SB10317〕

28 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 〔SB10317〕

29 灰黄褐色粘質土 (10YR4/2) 地山ブロック含む 〔SB10317〕

30 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 〔SB10317〕

31 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック多く含む 〔SK10318〕

32 黒褐色砂質土 (10YR3/2) 〔SK10318〕

33 暗灰黄色粘質土 (2.5Y4/2) 地山ブロック多量に含む 〔SK10318〕

34 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック少し含む 〔SK10318〕

35 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)

36 黒褐色粘質土 (10YR3/2) 地山ブロック少し含む

37 暗褐色粘質土 (10YR3/3) 地山ブロック多く含む 〔SB10317〕

38 黒褐色砂質土 (10YR3/1) 〔黒ボク〕

39 にぶい黄橙粘質土 (10YR6/4) 〔地山〕

ある。重複関係からＳＢ10312・10313、ＳＫ10315

より古い遺構である。柱掘形から土師器杯・甕、須

恵器などの小片が出土しており、Ⅱ－２期の遺構と

考えられる。

ＳＢ10323　調査区東部で確認した掘立柱建物であ

る。東側は調査区外となるが、第10次調査区では、

東側柱列が想定される位置はＳＤ0519に削平され

て確認できず、対応する柱穴が見られなかったた

め、桁行３間×梁間２間の東西棟と考えた。柱間は

桁行2.0ｍ、梁間1.9ｍで、建物軸はＮ４°Ｗであ

る。柱掘形は一辺約0.6ｍの方形を呈し、柱痕跡は

直径約20㎝である。重複関係からＳＤ10327より

古い。柱掘形から土師器杯・皿・甕などの小片が出

土しており、Ⅱ－２期の遺構と考えられる。

ＳＫ10318　調査区北西部で確認した土坑で、西半

部は調査区外となる。東西2.4ｍ以上×南北約3.0

ｍの楕円形を呈し、深さは約0.2ｍである。重複関

係からＳＢ10317より古い遺構である。土師器杯

（６）・皿（７）・椀（８）・甕（９）・鉢（10）、須

恵器杯などの他、製塩土器（11）や土錘（12）な

どが出土しており、Ⅱ－２期の遺構と考えられる。

ＳＫ10325　調査区西部で確認した土坑である。遺

構検出時から東西約3.0ｍ×南北約2.0ｍの範囲で

遺物がまとまって出土したために土坑と判断して

掘削を行い、深さ約0.1ｍの落ち込み状の土坑と

した。出土遺物は多く、土師器杯（13～23）・皿

（24～27）・椀（28～31）・甕（35～38）、須恵器壺

（39）、灰釉陶器耳皿（32）・椀（33・34）、志摩式

製塩土器（40）などがあり、整理箱で２箱分出土

している。Ⅱ－２期の遺構と考えられる。

（３）斎宮Ⅱ－３期の遺構

ＳＢ10312　調査区北部で確認した掘立柱建物で、

北半部は第174－８次調査で確認している。桁行

５間×梁間２間の東西棟で、柱間は桁行2.35ｍ、

梁間2.4ｍ、建物軸はＮ３°Ｗである。柱掘形は一

辺約0.6ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径約20㎝で

ある。重複関係からＳＢ10311より新しく、ＳＢ

10313・ＳＫ10316より古い。柱掘形から土師器

杯・皿・甕、灰釉陶器などの小片が出土しており、

Ⅱ－３期の遺構と考えられる。

ＳＢ10313　調査区北部で確認した掘立柱建物であ

る。北半部は第174－８次調査で確認している。桁

行３間×梁間２間の南北棟で、柱間は桁行2.0ｍ、

梁間2.0ｍ、建物軸はＮ２°Ｗである。第174－８
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第Ⅲ－４図　第173次調査　遺構平面図（1:100）
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次調査で北側の妻柱は精査を行ったが確認していな

い。柱掘形は一辺約0.5ｍの隅丸方形または円形を

呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。重複関係から

ＳＢ10311・10312より新しく、ＳＫ10315より古

い遺構である。柱掘形から土師器杯・皿・甕、灰釉

陶器椀などの小片が出土しており、Ⅱ－３期の遺構

と考えられる。

ＳＢ10317　調査区北西部で確認した掘立柱建物

で、西半は調査区外となるが、桁行３間の南北棟と

考えられる。柱間は桁行1.8ｍ、梁間2.0ｍで、建

物軸はＮ３°Ｗである。柱掘形は一辺0.6～0.7ｍの

方形を呈し、柱痕跡は直径約30㎝である。重複関

係からＳＫ10318より新しい遺構である。柱掘形か

ら土師器杯・皿・甕、灰釉陶器などの小片が出土し

ており、Ⅱ－３期の遺構と考えられる。

ＳＢ0929・10330　調査区南端で確認した掘立柱建

物で、南側柱列は第18－2次調査で確認している。

柱穴の重複が見られることから、建て替えがあった

と考えられ、新しい建物をＳＢ0929、古い建物を

ＳＢ10330とした。ＳＢ0929は桁行４間以上×梁

間２間の東西棟で、柱間は桁行、梁間とも2.4ｍで

ある。建物軸はＮ２°Ｗで、柱掘形は１辺約0.6～

0.8ｍの方形を呈し、確認できた柱痕跡は直径約20

㎝である。柱掘形から土師器杯（41）・皿・甕・鍋、

須恵器杯（42）・甕、灰釉陶器椀・皿（43）、製塩

土器などが出土しており、出土遺物からⅡ－３期と

考えられる。ＳＢ10330はＳＢ0929に先行する建

物で、柱穴はほぼ重複しているため、ＳＢ0929と

ほぼ同規模の建物と思われる。詳細な時期は不明で

ある。

ＳＫ10328　調査区中央部で確認した長辺約9.0

ｍ、短辺約3.2ｍの方形の土坑で、深さは約0.2ｍ

であり、南壁はほぼ垂直に掘り込まれている。当初

は溝と考えていたが、遺構は調査区の東西端まで続

かず、大型の土坑と判断した。西側は浅い落ち込み

が土層断面で確認できることから、浅くなりながら

も西に続く可能性がある。出土遺物はⅡ－１～３期

の遺物が整理箱で２箱分出土しているが、埋土は礫
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第Ⅲ－２表　第173次調査　遺構一覧表

第Ⅲ－１表　第173次調査　掘立柱建物一覧表

遺構名
調査時
遺構名

ピット番号
※（　）はグリッド番号

時期
規模

間(ｍ)×間(ｍ)
柱間寸法

（m）
主軸

方位
（Ｎ基準）

備考

SB0929 建物10
(o16)P5,P7/(p16)P2,P9/
(q16)P1

Ⅱ－3 －×2（4.8）
（桁行）2.4
（梁間）2.4

東西 Ｎ2°Ｗ SB10330より新

SB10311 建物1
(o11)P4,P5,15/(p11)P1/
(q11)P1,P7/(r11)P10

Ⅱ－2 5（12.0）×2（4.8）
（桁行）2.4
（梁間）2.4

東西 Ｎ3°Ｗ
SB10312・10313、SK10315
より古

SB10312 建物2
(o11)P3/(p11)P4/(q11)
P12/(r11)P7,P9

Ⅱ－3 5（11.75）×2（4.8）
（桁行）2.35
（梁間）2.4

東西 Ｎ3°Ｗ
SB10311より新
SB10313・SK10316より古

SB10313 建物3
(o11)P1,P7,P16,P17/(p11)
P5

Ⅱ－3 3（6.0）×2（4.0）
（桁行）2.0
（梁間）2.0

南北 Ｎ2°Ｗ
SB10311・10312より新
SK10315より古

SB10314 建物4 (r11)P11,P13 Ⅲ－1 3（5.7）×2（3.8）
（桁行）1.9
（梁間）1.9

東西 Ｎ0°Ｗ
SB10312より新
SD10327より古

SB10317 建物5
(n11)P2,P3/(n12)P1,P2/
土坑11

Ⅱ－3 3（5.4）×－
（桁行）1.8
（梁間）2.0

南北 Ｎ3°Ｗ SK10318より新

SB10319 建物6
(o11)P6,P8/(p11)P8,P10/
(o12)P2,P4,P14,P15,P16/
(p12)P1,P13

Ⅲ－1 3（5.7）×2（4.2）
（桁行）1.9
（梁間）2.1

東西 Ｎ1°Ｗ SK10321・10322より新

SB10320 建物7
(o11)P10,P11,P12/(p11)
P2,P3/(q11)P3/(o12)
P5,P6,P7,P12/(p12)P4,P5

Ⅲ－1 3（6.0）×2（4.0）
（桁行）2.0
（梁間）2.0

東西 Ｎ7°Ｅ
SB10311・SK10321・10322
より新

SB10323 建物9
(q11)P8/(r11)P14,P8/
(q12)P12,P13/(r12)
P5,P6,P8

Ⅱ－2 3（6.0）×2（3.8）
（桁行）2.0
（梁間）1.9

東西 Ｎ4°Ｗ SD10327より古

SB10324 建物8
(q11)P9,P10,P11/(r11)P3/
(q12)P2,P5,P8,P9/(r12)P4

Ⅱ－4 －×2（3.8）
（桁行）2.0
（梁間）1.9

東西 Ｎ2°Ｗ
SK10321より新
SD10327より古

SB10330 建物11 (p16)P1/(o16)P4,P6 Ⅱ－3 －×2（4.8）
（桁行）2.4
（梁間）2.4

東西 Ｎ2°Ｗ SB0929より古

遺構名
調査時
遺構名

グリッド番号 時期 出土遺物 備考

SK10315 土坑2 o11 Ⅱ－3～4
土師器杯・甕、灰釉陶器椀・皿、
緑釉陶器椀

SB10311・10313より新

SK10316 土坑1 q11 Ⅱ－3～4 土師器杯・甕、灰釉陶器 SB10312より新

SK10318 土坑4 n12・o12 Ⅱ－2
土師器杯・椀・皿・甕・鉢、須恵器
杯、製塩土器、土錘

SB10317より古

SK10321 土坑3 p11～q12 Ⅱ－1 土師器杯・皿・甕 SB10320・10324より古

SK10322 土坑6 o12 Ⅱ 土師器 SB10319・10320より古

SK10325 土坑5 o12～n13 Ⅱ－2
土師器杯・椀・皿・甕、須恵器壺、
灰釉陶器耳皿・椀、製塩土器

SK10326 土坑15 r12 Ⅲ－1 土師器皿、灰釉陶器椀 SD10327より古

SD10327 溝17 r11～r13 Ⅲ－1 土師器皿・甕、灰釉陶器椀 SB10314・10323・SK10326より新

SK10328 溝1 o14～q15 Ⅱ－3
土師器杯・椀・皿・甕、須恵器杯・
甕、灰釉陶器段皿・椀、ミニチュア
土器、製塩土器

SK10329
土坑9・
12・14

o16～n16 Ⅱ－3～4
土師器杯・皿・甕、須恵器杯・甕、
灰釉陶器椀、緑釉陶器椀、土錘
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混じりの均質な埋土で、人為的に埋められた可能性

がある。遺物は土師器杯（47～49）・椀（50）・皿

（51～55）・甕（61）、須恵器杯（56・57）・甕（62）、

灰釉陶器椀（58）・段皿（59）の他、土師器甕形の

ミニチュア土器（60）や製塩土器などが出土して

いる。Ⅱ－３期頃に埋没した遺構と考えられる。

（４）斎宮Ⅱ－３～４期の遺構

ＳＫ10315　調査区北部で確認した土坑で、北側は

第174－８次調査の土坑に削平されている。東西

約2.4ｍ×南北約3.0ｍ以上で楕円形を呈すると考

えられ、深さは約0.2ｍである。重複関係からＳＢ

10311・10313より新しい遺構である。土師器杯・

甕の小片、灰釉陶器椀（45）・皿の他、転用硯と

考えられる内面に墨痕が見られる灰釉陶器椀（44）

や内面に陰刻花文が施された緑釉陶器椀（46）が

出土している。出土遺物からⅡ－３～４期の遺構と

考えられる。

ＳＫ10316　調査区北部で確認した東西約1.7ｍ

×南北約2.0ｍの楕円形を呈する土坑で、深さは

約0.2ｍである。重複関係からＳＢ10312より新し

い。土師器杯・甕、灰釉陶器などの小片が出土して

おり、Ⅱ－３～４期の遺構と考えられる。

ＳＫ10329　調査区南西隅で確認した東西約3.0ｍ

以上×南北3.6ｍ以上の落ち込み状の土坑で、深さ

は約0.3ｍである。土師器杯（63・64）・皿（65～

68）・甕、須恵器杯・甕、緑釉陶器椀（69）、灰釉

陶器椀（70）、土錘（71）などが出土しており、Ⅱ

－３～４期の遺構と考えられる。

（５）斎宮Ⅱ－４期の遺構

ＳＢ10324　調査区東部で確認した桁行４間以上×

梁間２間の東西棟である。東側は調査区外へ延び

る。柱間は桁行2.0ｍ、梁間1.9ｍで、建物軸はＮ

２°Ｗである。柱掘形は一辺約0.4ｍの隅丸方形を

呈し、柱痕跡は直径約20㎝である。重複関係から

ＳＫ10321より新しく、ＳＤ10327より古い遺構で

ある。柱掘形から土師器杯・甕、灰釉陶器などの小

片が出土しており、Ⅱ－４期の遺構と考えられる。

（６）斎宮Ⅱ期の遺構

ＳＫ10322　調査区北部で確認した土坑で、東西約

2.0ｍ×南北1.4ｍ以上、深さ約0.1ｍである。北

部は撹乱により削平されている。重複関係からＳＢ

10319・10320より古い遺構であるが、出土遺物が

土師器小片で少ないため時期は明確ではなく、Ⅱ期

の遺構と考えられる。

（７）斎宮Ⅲ－１期の遺構

ＳＢ10314　第174－8次調査で確認した掘立柱建

物である。第10次調査で東側柱列を確認していな

いため、桁行３間×梁間２間の東西棟と考えられ

る。柱間は桁行1.9ｍ、梁間1.9ｍで、建物軸はＮ

０°Ｗである。柱掘形は一辺約0.4ｍの方形を呈す。

重複関係からＳＢ10312より新しく、ＳＤ10327よ

り古い遺構である。出土遺物は土師器片、灰釉陶器

片が僅かに出土している程度であるが、Ⅲ－１期の

遺構と考えられる。

ＳＢ10319　調査区中央部で確認した桁行３間×梁

間２間の東西棟で、柱間は桁行1.9ｍ、梁間2.1ｍ

である。柱掘形は直径0.5ｍ程の円形または隅丸方

形を呈し、建物軸はＮ１°Ｗである。重複関係から

ＳＫ10321・10322より新しい。柱掘形から土師器

杯・皿、灰釉陶器の小片が出土しており、Ⅲ－１期

の遺構と考えられる。

ＳＢ10320　調査区中央部で確認した桁行３間×梁

間２間の東西棟で、柱間は桁行2.0ｍ、梁間2.0ｍ

である。建物軸はＮ７°Ｅで、他の建物とは異なり

東に偏る。柱掘形は直径約0.4ｍの円形を呈し、埋

土は褐色の砂質土で炭化物・焼土を少量含んでい

た。重複関係からＳＢ10311・ＳＫ10321・10322

より新しい遺構である。柱掘形から土師器杯・甕、

灰釉陶器椀の小片が出土しており、Ⅲ－１期の遺構

と考えられる。

ＳＫ10326　調査区北東部で確認した、東西約1.8

ｍ×南北約1.4ｍの楕円形の土坑で、深さは約

0.15ｍである。重複関係からＳＤ10327より古い。

土師器皿（73）、灰釉陶器椀（74・75）などが出土

しており、Ⅲ－１期の遺構と考えられる。

ＳＤ10327　調査区東端で確認した第10・174－８

次調査から続く南北溝で、溝方向は概ねＮ２°Ｅで

ある。幅約0.4ｍ、深さ約0.2ｍで、断面は逆台形

を呈する。重複関係からＳＢ10314・10323、ＳＫ

10326より新しい遺構である。土師器皿・甕、灰釉

陶器椀（72）などの出土遺物からⅢ－１期の遺構

とした。
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４　遺物

ＳＫ10321（１～５）　土師器杯Ａは、平坦な底部

のもの（１）とやや丸みを持った底部のもの（２）

がある。土師器皿Ａ（３）は平坦な底部から口縁部

が外反して開くものである。土師器甕Ｃ（５）は外

面はタテハケ調整、内面はヨコハケ後ヘラケズリ調

整される。斎宮Ⅱ－１期のものとみられる。

ＳＫ10318（６～12）　土師器杯Ａ（６）、土師器皿

Ａ（７）、土師器椀Ａ（８）は、口縁部が直線的あ

るいは内弯気味に開くもので、底部はナデ調整され

る。土師器甕Ａ（９）は、球形の体部と外反する口

縁部を持ち、体部外面をタテハケ調整、内面を板ナ

デ調整する。土師器鉢（10）は、外面タテハケ調

整、内面ヨコハケ調整の後口縁部をヨコナデする。

口縁部外面と体部下半に煤が付着している。製塩土

器は11の他にも小破片が数点出土しており、底部

から口縁端部まで確認できた１点を図示した。いわ

ゆる志摩式製塩土器で、いずれも被熱により赤変し

ている。土錘（12）は重さ67gを越えるやや大型の

もので、端部には使用痕とみられる破損がある。斎

宮Ⅱ－２期のものとみられる。

ＳＫ10325（13～40）　整理箱で約２箱出土してい

る。土師器杯Ａは、平坦な底部から口縁部が直線

的あるいはやや内弯気味に立ち上がるもの（13～

16）、やや丸みを持った底部から外反する口縁部

を持つもの（17～23）が見られる。土師器皿Ａは

口縁部が内弯するもの（24～26）、外反するもの

（27）があり、25～26はユビオサエ痕が明瞭に残る。

土師器椀Ａ（28～31）は内弯気味に口縁部が立ち

上がるものである。28に内面には放射状暗文が、

31には放射状暗文と螺旋状暗文が施される。土師

器甕Ｃ（36～38）は体部外面を粗いタテハケ調整、

内面上部をヨコハケ調整するもので、38は内面ヨ

コハケ後のヘラケズリ調整が残る。灰釉陶器は耳皿

（32）、椀（33・34）が出土している。33は内面全

面に施釉されており、内外にトチン痕が見られる。

34の高台内側には、墨画が見られる。また、ＳＫ

10325からは製塩土器（40）の小破片が約10点出

土している。斎宮Ⅱ－３期のものとみられる。

ＳＢ0929出土遺物（41～43）　土師器杯Ａ（41）

は外反する口縁端部外側に面を持つ。須恵器杯Ｂ

（42）は外反する高台が、灰釉陶器皿（43）は丸み

のある小型の三角高台がつく。斎宮Ⅱ－３期のもの

であろう。

ＳＫ10328（47～62）　土師器杯Ａは平坦な底部か

ら口縁部が外反するもの（47）と丸みを持った底

部から直線的に口縁部が外に開くもの（48・49）

がある。土師器椀Ａ（50）は口径10.3㎝の小型の

もので、丸みを持った底部から口縁部が直線的に

外に開くものである。土師器皿Ａは、ヘラケズリ

調整した底部から内弯して口縁部が立ち上がるも

の（51）、平坦な底部から口縁部が外反して外に開

くもの（52～55）があり、前者は明らかに混入と

みられる。土師器甕Ａ（61）は球形の体部の外面

にタテハケ、内面にヨコハケとヘラケズリ調整を施

す。須恵器杯Ｂ（56・57）は、角高台を有し、底

部から体部にかけて鋭角的にたちあがる。須恵器甕

（62）は、底径24cm近い大型品である。灰釉陶器椀

（58）は、やや外側に開く角高台をもつ。灰釉陶器

段皿（59）は内面に厚い釉が施され、見込みにト

チン痕が残る。60は土師器甕を模したミニチュア

土器である。斎宮Ⅱ－３期のものとみられる。

ＳＫ10315（44～46）　灰釉陶器椀（44）は、角高

台で、内面が磨滅し、見込みや破断面に墨痕が見ら

れることから転用硯と考えられる。一方、椀（45）

は高台が三日月状を呈するものである。緑釉陶器椀

（46）は全面に施釉され、高台はやや外に開く角高

台である。見込みには印刻花文が施されている。猿

投産のものであろう。斎宮Ⅱ－３～４期のものとみ

られる。

ＳＫ10329（63～71）　土師器杯Ａ（63・64）はや

や丸みを持った底部から口縁部が外反して開くもの

である。土師器皿Ａ（65～68）は器壁が薄く、口

縁部をヨコナデし、67・68は口縁端部に面を持つ。

緑釉陶器椀（69）は削り出しの三角高台で、硬質

の素地の内面をヘラミガキする。灰釉陶器椀（70）

は、矮小化した三日月高台を持ち、灰釉を内外面ツ

ケガケする。高台内側に墨書が見られるが、判読で

きない。71は小型の土錘である。斎宮Ⅱ－３～４

期のものとみられる。

ＳＤ10327（72）　灰釉陶器椀（72）は、端部に面
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をもつ三日月高台有する大椀で、灰釉を刷毛塗りす

る。

ＳＫ10326（73～75）　土師器皿Ａ（73）は薄手の

器壁から口縁が内彎して立ち上がる。灰釉陶器椀

（74・75）は、高台が高く外反するもの（74）、短

い角高台を持つもの（75）がある。75の高台内側

には墨書があるが判読はできない。斎宮Ⅲ－１期の

ものとみられる。

表土・包含層（76～78）　76は緑釉陶器小椀。77

は緑釉陶器把手付瓶で、肩部のみの出土である。外

面をヘラミガキで平滑に仕上げる。78は有孔土錘

である。

５　まとめ

　第173次調査では、斎宮Ⅱ－２～Ⅲ期の掘立柱

建物11棟を確認した。北半に９棟が集中しており、

ＳＢ10311・10312は５間×２間の東西棟で、ＳＢ

10324も５間×２間の東西棟の可能性がある。南半

ではＳＢ10330・0929を確認したのみである。

　Ⅱ－２期に相当する掘立柱建物は、調査区北部で

確認した５間×２間の東西棟であるＳＢ10311と、

調査区東部で確認した３間×２間の東西棟である

ＳＢ10323がある。ＳＢ10311は北に第174－8次

調査で見つかっている１棟、南にＳＢ0930（第18

－２次調査）、ＳＢ10241（第168次調査）が柱筋

を揃えて建てられる。４棟は、それぞれ北から80

尺、90尺、80尺離れた位置に建てられており、計

画性の高い建物と考えられる。第174－8次調査で

見つかっている1棟とＳＢ10311の西側にはおよそ

50尺離れた位置にＳＢ1150・1186（第23次調査）

が建てられている。下園東区画に東隣する西加座北

区画でもほぼ同時期の５間×２間の東西棟が南北４

棟×４列に並ぶことが確認されており、下園東区画

の東半部では、同様の建物配置がなされていた可能

性が考えられる。

　Ⅱ－３期に相当する掘立柱建物は５棟確認した。

５間×２間の東西棟であるＳＢ10312は、建物規模

や柱掘形の規模はやや縮小するもののＳＢ10311と

ほぼ同じ位置に建てられる。ＳＢ0930・ＳＢ10241

でもほぼ同じ位置に建てられる５間×２間で同規模

の建物を確認しており、Ⅱ－２期ほど厳密ではない

ものの一定の計画性を持って建物が配置されていた

と思われる。調査区北部ではＳＢ10312に後出する

建物として、建物軸がＮ２°Ｗで３間×２間の南北

棟であるＳＢ10313、Ｎ３°Ｗで３間×２間の南北

棟と考えられるＳＢ10317も確認した。

　Ⅱ－４期の掘立柱建物は、調査区東部で４間以上

×２間の東西棟であるＳＢ10324を確認した。柱掘

形が一辺約0.4ｍの方形で、Ⅱ－２・３期の５間×

２間の建物と比べると、建物規模・柱掘形とも小さ

いものである。

　Ⅲ－１期の掘立柱建物は、いずれも３間×２間の

東西棟で、建物軸が正方位となるＳＢ10314、Ｎ１°

ＷのＳＢ10319、Ｎ７°Ｅと東に偏るＳＢ10320が

ある。下園東区画では、第23次調査や第174－8次

調査を行った区画北東部で平安時代後期の掘立柱建

物が確認され、これらは建物軸がほぼ正方位の掘立

柱建物や東に偏る掘立柱建物などがあり、今回の調

査でもそれを確認することができた。

　これまでの調査により、下園東区画東半では西加

座北区画と同様、５間×２間の建物が計画性を持っ

て建てられている可能性が高まった。しかし、区画

全体の建物配置や変遷については未だ不明な点が多

い。下園東区画では、平成24年度にも第176・177・

178－2次調査を実施しており、その調査成果を踏

まえて今後検討する必要がある。
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第Ⅲ－５図　第173次調査　遺物実測図①（1:4）
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第Ⅲ－６図　第173次調査　遺物実測図②（1:4）
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第Ⅲ－３表　第173次調査　遺物観察表（１）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

1 土師器 杯Ａ SK10321
口径
器高

13.2
2.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 明赤褐5YR5/6 口縁部2/12 002-04

2 土師器 杯A SK10321
口径
器高

12.7
2.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部8/12 002-02

3 土師器 皿Ａ SK10321
口径
器高

17.5
2.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部3/12 002-03

4 土師器 甕 SK10321
口径
残高

15.7
3.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部2/12 002-05

5 土師器 甕Ｃ SK10321
口径
残高

25.3
10.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙10YR7/3 口縁部4/12 002-06

6 土師器 杯Ａ SK10318
口径
器高

16.2
3.4

外面：ヨコナデ、ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密
やや
不良

橙7.5YR7/6 口縁部7/12 003-02

7 土師器 皿Ａ SK10318
口径
器高

17.1
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙2.5YR6/6 口縁部4/12 003-03

8 土師器 椀Ａ SK10318
口径
器高

19.6
4.7

外面：ヨコナデ、オサエ・工具ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 003-01

9 土師器 甕Ａ SK10318
口径
残高

20.6
5.7

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/6 口縁部1/12 003-05

10 土師器 鉢 SK10318
口径
残高

27.4
7.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4
口縁部1/12

未満
外面に煤付着 003-04

11
製塩
土器

－ SK10318 器高 5.2�
外面：オサエ・ナデ
内面：ナデ

粗（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6
口縁部1/12

未満
志摩式 014-02

12 土製品 土錘 SK10318
長さ
幅

重さ

7.5
3.7

67.27g
オサエ・ナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 013-03

13 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

14.3
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 006-05

14 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.8
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ･ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部4/12 006-08

15 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.2
3.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

やや
不良

橙7.5YR7/6と黄灰
2.5Y4/1

口縁部3/12 006-04

16 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.0
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部6/12 007-01

17 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

13.9
2.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部4/12 006-07

18 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

14.7
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部3/12 外面に工具痕 004-02

19 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.1
2.7

外面：ヨコナデ、工具ナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

やや
不良

浅黄橙7.5YR8/6 口縁部8/12 004-03

20 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.4
2.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部3/12 外面に粘土接合痕 005-06

21 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

15.8
2.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部1/12 004-01

22 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

16.7
3.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部3/12 005-07

23 土師器 杯Ａ SK10325
口径
器高

16.2
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部2/12 006-01

24 土師器 皿Ａ SK10325
口径
器高

14.7
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部9/12 004-06

25 土師器 皿Ａ SK10325
口径
器高

14.4
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部2/12 005-05

26 土師器 皿Ａ SK10325
口径
器高

14.9
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部3/12 006-03

27 土師器 皿Ａ SK10325
口径
器高

16.6
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～0.5mｍ
砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 005-04

28 土師器 椀Ａ SK10325
口径
残高

13.2
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ、放射状暗文

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部5/12 007-03

29 土師器 椀Ａ SK10325
口径
器高

12.9
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6
口縁部
12/12

外面に粘土接合痕 004-04

30 土師器 椀Ａ SK10325
口径
器高

14.7
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部1/12 外面に粘土接合痕 006-09

31 土師器 椀Ａ SK10325
口径
器高

17.4
4.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ、放射状・螺旋状暗文

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR6/4 口縁部3/12 007-04

32
灰釉
陶器

耳皿 SK10325
底径
残高

5.6
2.2

外面：ロクロナデ後耳皿成形のオサエ、貼付
高台、糸切痕
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良
灰黄2.5Y7/2

底部5/12 007-02

33
灰釉
陶器

椀 SK10325
口径
器高
底径

15.1
4.3
6.9

外面：ロクロナデ、ロクロケズリ、貼付高台、
糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：にぶい黄橙
10YR7/2
釉薬：利休白茶812

口縁部3/12 内外面にトチン痕 007-06

34
灰釉
陶器

椀 SK10325
底径
残高

6.7
2.0

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：浅黄2.5Y7/3
釉薬：灰白10Y8/2

底部5/12 底部に墨画 012-04

35 土師器 甕Ａ SK10325
口径
残高

18.3
7.0

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：不明

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部1/12 005-02

36 土師器 甕Ｃ SK10325
口径
残高

23.9
8.3

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 005-03

37 土師器 甕Ｃ SK10325
口径
器高

24.2
8.9

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部3/12 005-01

38 土師器 甕Ｃ SK10325
口径
残高

24.3
10.7

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ・ケズリ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 004-07

39 須恵器 壺 SK10325
口径
残高

27.8
7.0

ロクロナデ
密（～2.0mm小

石・砂粒含）
良

素地：灰黄2.5Y6/2～
黒10Y2/1

口縁部2/12
外面にごくごくまば
らな自然釉

007-05

40
製塩
土器

－ SK10325
口径
器高

17.1
5.1

外面：オサエ・ナデ
内面：ナデ

粗（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙2.5YR6/4 口縁部1/12 志摩式 014-03
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第Ⅲ－４表　第173次調査　遺物観察表（２）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

41 土師器 杯Ａ SB0929
口径
器高

15.1
2.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部1/12 001-05

42 須恵器 杯Ｂ SB0929
底径
残高

9.6
1.5

外面：貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 素地：灰白5Y7/1 底部1/12 001-04

43
灰釉
陶器

皿 SB0929
底径
残高

7.5
1.7

外面：ロクロナデ、糸切痕
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰白2.5Y7/1
釉薬：砂色800

口縁部2/12 001-06

44
灰釉
陶器

椀 SK10315
底径
残高

7.1
1.6

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～0.5mm砂
粒含）

良 灰白5Y8/1 底部3/12
内面に墨痕
転用硯

012-03

45
灰釉
陶器

椀 SK10315
底径
残高

7.0
1.9

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密 良 素地：灰黄2.5Y7/2 底部4/12 002-01

46
緑釉
陶器

椀 SK10315
底径
残高

7.3
1.5

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密 良
素地：灰白10Y8/
釉薬：ねこやなぎ色

（サロー）825
底部4/12

内面に陰刻花文
硬質・猿投産

012-01

47 土師器 杯Ａ SK10328
口径
器高

12.7
2.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/8 口縁部4/12 009-05

48 土師器 杯Ａ SK10328
口径
器高

13.8
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部1/12 009-02

49 土師器 杯Ａ SK10328
口径
器高

14.0
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

やや
良

橙7.5YR7/6 口縁部2/12 009-04

50 土師器 椀Ａ SK10328
口径
器高

10.3
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 009-09

51 土師器 皿Ａ SK10328
口径
器高

17.7
2.8

外面：ヨコナデ、ケズリ、工具ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6
口縁部
10/12

010-04

52 土師器 皿Ａ SK10328
口径
器高

16.0
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部3/12 009-08

53 土師器 皿Ａ SK10328
口径
器高

16.5
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙2.5YR6/6 口縁部2/12 009-03

54 土師器 皿Ａ SK10328
口径
器高

14.2
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部3/12 009-01

55 土師器 皿Ａ SK10328
口径
器高

15.6
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部4/12 010-06

56 須恵器 杯Ｂ SK10328
口径
器高
底径

13.8
3.2

10.4

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 灰黄2.5Y7/2 口縁部2/12 009-07

57 須恵器 杯Ｂ SK10328
底径
残高

9.1
1.7

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 灰5Y6/1 底部2/12 010-03

58
灰釉
陶器

椀 SK10328
口径
器高
底径

14.5
4.9
6.6

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ、施釉

密 良
素地：灰黄2.5Y7/2
釉薬：利休白茶812

口縁部3/12 010-01

59
灰釉
陶器

段皿 SK10328
口径
器高
底径

16.4
2.4
8.1

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰黄2.5Y7/2
釉薬：利休白茶812

口縁部1/12
未満

底部2/12
010-02

60 土師器
ミニチ
ュア甕

SK10328
口径
残高

8.8
5.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ヘラケズリ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 013-02

61 土師器 甕Ａ SK10328
口径
残高

16.5
10.6

外面：ヨコナデ、ハケメ
内面：ヨコナデ、ハケメ、ケズリ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部3/12 010-05

62 須恵器 甕 SK10328
底径
残高

23.8
4.7

外面：平行方向のタタキ、ヨコナデ
内面：ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 灰7.5Y6/1 底部1/12 009-06

63 土師器 杯Ａ SK10329
口径
器高

14.6
2.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 ほぼ完形 008-04

64 土師器 杯Ａ SK10329
口径
器高

14.8
2.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/6 口縁部3/12 008-03

65 土師器 皿Ａ SK10329
口径
器高

14.5
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ、工具ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR6/6 口縁部4/12 008-01

66 土師器 皿Ａ SK10329
口径
器高

15.4
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ･ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部2/12 008-02

67 土師器 皿Ａ SK10329
口径
器高

14.3
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ、ケズリ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部3/12 007-07

68 土師器 皿Ａ SK10329
口径
器高

15.8
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい橙7.5YR7/4 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 007-08

69
緑釉
陶器

椀 SK10329
底径
残高

6.8
1.6

外面：ロクロナデ、削り出し高台、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：褐灰10YR5/1
緑釉：香櫞緑（シトロ
ングリーン）833

底部3/12 012-02

70
灰釉
陶器

椀 SK10329
底径
残高

6.0
2.1

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰白2.5Y7/1
釉薬：浅緑840

底部6/12
底部に墨書
判読不明

012-05

71 土製品 土錘 SK10329
長さ
幅

重さ

42
1.1

3.84g
オサエ・ナデ 密 良 灰黄褐10YR6/2 ほぼ完形 013-04

72
灰釉
陶器

椀 SD10327
口径
器高
底径

16.7
6.3
7.8

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰白2.5Y7/1
釉薬：威光茶990

口縁部2/12
底部7/12

011-02

73 土師器 皿Ａ SK10326
口径
器高

13.4
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部4/12 008-05

74
灰釉
陶器

椀 SK10326
底径
残高

8.4
2.0

外面：ケズリ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良
素地：灰黄2.5Y7/2
釉薬：木蘭色964

底部4/12 008-06

75
灰釉
陶器

椀 SK10326
底径
残高

6.5
1.5

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含む）

良
素地：浅黄2.5Y7/3
釉薬：カーキー色799

底部完形
底部に墨書
判読不明

013-01

76
緑釉
陶器

小椀 n16表土
口径
残高

9.2
2.5

外面：ロクロナデ、施釉
内面：ロクロナデ、施釉

密（～0.5mm砂
粒含）

良
素地：灰白5Y7/1
釉薬：豌豆緑836

口縁部3/12
硬質
猿投産

015-01

77
緑釉
陶器

瓶 n16表土 残高 7.6�
外面：ロクロナデ、施釉
内面：ロクロナデ、ヘラケズリ、施釉

密（～0.5mm砂
粒含）

良
素地：灰白10YR8/2
釉薬：威光茶990

肩の部分
軟質
猿投産

015-02

78 土製品 土錘 o15溝13
長さ
幅

重さ

5.2
2.0

11.81g
オサエ・ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 5/12 013-05



－ 39 －

写真図版Ⅲ－１　第173次調査　遺構（１）

ＳＢ10314・10315（西から）

調査区全景（北から）
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写真図版Ⅲ－２　第173次調査　遺構（２）

ＳＢ10319（西から）

ＳＢ10317（北から）
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写真図版Ⅲ－３　第173次調査　遺構（３）

ＳＫ10328（北から）

ＳＢ10323・10324（北から）
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写真図版Ⅲ－４　第173次調査　遺構（４）

ＳＢ00929・10330（北から）

ＳＢ00929・10330（東から）
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写真図版Ⅲ－５　第173次調査　遺物
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Ⅳ　第175次調査
（６ＡＲ11　牛葉地区）

１　はじめに

　第175次調査区は、史跡東半で確認している方格

地割のうち、斎王の居所である「内院」に想定され

ている牛葉東区画の北東部に位置する。牛葉東区

画では、これまでに第10・17－１・17－２・103・

108・114・151－12・163・171・174－11次 調 査

を行っている。特に近鉄線以北の調査では、平安時

代初頭の大規模な掘立柱塀を確認したほか、平安時

代後期になると平行する２条の溝によって小区画が

構成されることが明らかになっており、これらは土

塁または築垣などの施設であったものと考えられて

いる。

　第175次調査区の東側では平成21年度に第163次

調査が、平成22年度に第171次調査を行い、平安

時代後期の溝を確認した。ここからは墨書土器を含

む大量の遺物が出土している。この溝は牛葉東区画

の北東部を区画する溝と考えられる。第175次調査

は、平安時代後期の溝の延長を確認し、出土遺物等

牛葉東区画を解明する資料を得る目的で調査を実施

した。

　調査期間は平成23年７月25日から平成23年10

月７日までで、調査面積は39㎡である。

２　地形と層位

　調査地は標高約10.7ｍであるが、北隣の第159

次調査区は9.9～10.4ｍで、旧地形は北へ向かって

緩やかに傾斜し、第175次調査区と第159次調査区

の間には東西方向の浅い谷が存在していたことを確

認している。基本層位は、表土下に土器を多量に含

むにぶい黄橙色砂質土の遺物包含層が0.2～0.3ｍ

あり、地表下約0.4～0.5ｍで、燈色粘土の地山面

を確認した。

３　遺構

　第175次調査では、掘立柱建物２棟・柵列１列お

よび溝４条を確認した。溝上部を覆う幅約3.0ｍ、

深さ約0.2ｍの黄褐色砂質土の落ち込み（土層断面

図11）は包含層とした。

ＳＢ10261　調査区北端で確認した掘立柱建物で、

東部は第171次調査で確認している。桁行５間以上

×梁間１間以上の東西棟と考えられ、柱間は桁行

2.0ｍ、建物軸はＮ０°Ｗである。柱堀形は一辺約

0.6ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径約30㎝を測る。

柱穴上部は平安時代後期の溝群に削平されている。

第175次調査では柱掘形から土師器、灰釉陶器椀な

どの小片が出土したのみであるが、第171次調査の

出土遺物から斎宮Ⅱ-３期と考えられる。

ＳＢ10331　調査区北端で確認した掘立柱建物で、

東部は第171次調査で確認している。桁行５間以上

×梁間１間以上の東西棟と考えられ、柱間は桁行

2.2ｍ、梁間2.0ｍで、建物軸はＮ２°Ｅである。柱

掘形は一辺約0.7ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径約

20㎝である。第171次調査ではＳＢ10261や溝群と

重複していたため明らかではなかったが、第175次

調査区で建物と確認できた。遺物は土師器小片のみ

だが、重複関係からＳＢ10261より古い建物である。

ＳＡ10332　調査区中央部、ＳＤ10117の南肩で確

認した遺構である。東西方向に2.0ｍ間隔で並ぶ柱

穴を確認したが、直行する柱穴は確認できなかった

ため、柵列とした。ＳＤ10117に上部を削平されて

おり正確な規模は不明であるが、確認した柱掘形は

0.6ｍ×0.5ｍの方形を呈し、柱痕跡は直径約20㎝

である。柵列の方向はＮ１°Ｗである。出土遺物は

なく、時期は不明であるが、重複関係から溝群より

古い遺構である。

平安時代後期の溝群　調査区中央部で確認した第

163・171次調査から続く東西溝である。牛葉東区

画を小区画する溝で、埋土断面からＳＤ10116（土

層断面図18）→ＳＤ10117（土層断面図15・16・

17）→ＳＤ10118（土層断面図12・13・14）の順

に繰り返し掘削される。それぞれの溝は、最初に土

層断面で確認した後に平面検出を行い、ＳＤ10118

から徐々に掘削を行った。
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西壁土層断面図

北壁土層断面図

第175次 第171次
第163次

第Ⅳ－１図　第175次調査　遺構平面図（1:200）　土層断面図（1:100）

11 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
12 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 〔SD10118〕
13 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 地山ブロック少し含む 〔SD10118〕
14 暗褐粘質土 (10YR3/3) 地山ブロック多く含む 〔SD10118〕
15 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2) 〔SD10117〕
16 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 炭化物少量含む 〔SD10117〕
17 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3) 地山ブロック多く含む 〔SD10117〕
18 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3) 地山ブロック含む 〔SD10116〕
19 にぶい褐色砂質土 (7.5YR5/3)
20 褐色砂質土 (10YR4/4)
21 灰黄褐粘質土 (10YR4/2)
22 灰オリーブ色粘質土 (7.5Y4/2)
23 暗オリーブ色粘質土 (7.5Y4/3) 地山ブロック少し含む
24 橙色粘質土 (5YR6/8) 〔地山〕

1  暗灰黄色砂質土 (2.5Y5/2) 〔表土〕
2  埋め戻し土
3  にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4) 〔カクラン〕
4  にぶい黄橙色砂質土 (10YR6/3) 〔包含層〕
5  根痕
6  灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
7  褐灰色砂質土 (10YR4/1) 〔SD10333〕
8  褐色砂質土 (7.5YR4/3) 〔SD10333〕
9  にぶい黄橙色砂質土 (10YR6/4) 地山ブロック含む
10 黒褐色砂質土 (7.5YR3/2)

ＳＤ10116　ＳＤ10117・10118より古い溝で、第

171次調査では一部で底部の痕跡を確認したのみで

あり、今回の調査でも西端で一部が確認できたのみ

である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ10117　ＳＤ10118より古い溝で、幅は北側が

ＳＤ10118に掘削されるため不明だが、深さ約0.5

ｍである。遺物は土師器杯・皿（98～100）、ロク

ロ土師器小皿・台付杯、灰釉陶器椀などが出土して

いるが、ＳＤ10118と比較すると少なく、整理箱２

箱分出土している。出土遺物などから斎宮Ⅲ－３期

に相当する溝である。

ＳＤ10118　ＳＤ10117の北側に重複する溝で、東

側では幅約1.7ｍ、深さ約0.7ｍ、西壁では幅約

1.3ｍ、深さ約0.5ｍである。遺物は土師器小皿

（１～65・90～95）・杯（66～86）、ロクロ土師器

小皿（87～89）・台付杯、灰釉陶器椀（96）、石鍋

（97）などが出土しているが、大半は土師器小皿・

杯で、整理箱で12箱分の多数の遺物が出土してい

る。斎宮Ⅲ－３期の溝である。

ＳＤ10333　調査区北端で確認した東西方向の溝で

ある。幅約0.6ｍ、深さ約0.1ｍである。出土遺物

は土師器小片のみで、時期は不明であるが、重複関

係からＳＢ10331よりも新しい遺構である。

４　遺物

　第175次調査では、整理箱で20箱の遺物が出土

している。遺物はほとんどが土師器杯・小皿で、そ

のほかには少量のロクロ土師器、緑釉陶器、灰釉陶

器、白磁、青磁などが出土している。今回は、整理

箱12箱と出土量の大半を占めるＳＤ10118出土遺

物を中心に概述する。

　ＳＤ10118からは、第163・171次調査でも、土

器片が遺構の大部分を埋め尽くすほど大量に出土し

ているが、その中でも最も多いのは土師器小皿（１

～65）である。口径は8.3～10.7cmで、胎土に砂

粒を多量に含み厚手である。やや丸みのある底部か

ら内弯する口縁部を持ち、器高2cm前後になるもの

（1～49）と、平坦な底部を持ち、器高も1.4cm前

後と浅いもの（50～65）がある。また、これらの

中にも口縁端部が肥厚し、ヨコナデにより弱い面を

もつもの（1～10・50～55）や、その一方で49の

ように、口径が大きく底部から口縁部が強く内弯す

るものもあり、この土器群の中にも形式差がうかが

われる。

　土師器杯（66～86）は小皿と同様の胎土で、口

径10.7～15.5cm、器高2.0～3.5cm。やはり口縁部

が肥厚するもの、底部から口縁部が強く内彎するも

のがある。66～70・77には口縁部内外面に油煙が
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第Ⅳ－２表　第175次調査　遺構一覧表

第Ⅳ－１表　第175次調査　掘立柱建物一覧表

遺構名
調査時
遺構名

ピット番号
※（　）はグリッド番号

時期
規模

間(ｍ)×間(ｍ)
柱間寸法

(m)
主軸

方位
（Ｎ規準）

備考

SB10261 建物1 (q19)p2/(r19)p3 Ⅱ－３ 5以上（-）×－
（桁行）�2.0
（梁間）��-

東西 Ｎ0°Ｗ
SD10118（溝群）より古
SB10331より新

SB10331 建物2 (q19)p1・p3 ～Ⅱ－３ 5以上（-）×－
（桁行）�2.2
（梁間）�2.0

東西 Ｎ2°Ｅ
SD10118（溝群）・10333、
SB10261より古

SA10332 － － Ⅱ － 2.0 東西 Ｎ1°Ｗ SD10117（溝群）より古

遺構名
調査時
遺構名

グリッド番号 時期 出土遺物 備考

SD10116 － q19～r19 Ⅲ－２ － SD10117・10118より古

SD10117 溝4 q19～r20 Ⅲ－３
土師器杯・小皿、ロクロ土師器小
皿・台付杯、灰釉陶器椀

SD10116より新
SD10118より古

SD10118 溝2 q19～r20 Ⅲ－３
土師器杯・小皿、ロクロ土師器台
付杯・小皿、灰釉陶器椀、石鍋

SB10261・10331より新

SD10333 溝1 q19～r19 不明 土師器 SB10331より新

付着し、灯明皿として使用されたものとみられる。

86には外面から内面に向けて貫通させた直径4mm程

度の焼成前穿孔がある。

　ロクロ土師器には、図示した小皿（87～89）の

他にも台付杯などの破片がある。

　また、これまでの牛葉東区画の調査と同様、細い

筆致の平仮名や筆馴らし状の細線、記号を描く墨書

土器が多数出土している。器種としては土師器小皿

（90～95）と灰釉陶器椀（96）がある。墨書はいず

れも判読はできない。96は見込部が平滑で墨痕も

あるため、硯に転用していた可能性がある。

　97は滑石製の石鍋の破片で、外面にノミ状の加

工痕、内外面に被熱痕が残る。切断・加工した端面

が口縁部の他に２面あり、二次的に温石として使用

されたものとみられる。

　斎宮跡のⅢ期の土器編年は、段階の設定や年代観

のうえで課題を残しているが、ＳＤ10118の出土遺

物はⅢ－３期を中心に、若干の時間幅を持つものと

考えられる。

　ＳＤ10118に重複されるＳＤ10117出土遺物は

量的には少ないが、図示した土師器杯・皿（98～

100）はいずれも口縁端部を肥厚させ、外面に強い

ヨコナデ痕を残している。

５　まとめ

　第175次調査では、斎宮Ⅱ－３期に相当する掘立

柱建物ＳＢ10261とそれに先行する掘立柱建物ＳＢ

10331を確認した。いずれも南東部を確認したのみ

であるが、桁行５間以上の東西棟である。建物はⅡ

－３期の掘立柱建物は正方位を、先行する掘立柱建

物はＮ２°Ｅと東に偏るものである。

　平安時代後期に相当する溝群は、第163・171次

調査区から続くもので、第10次調査の南北溝、第

114次調査の南北溝・東西溝と合わせ、牛葉東区画

の北東部を小区画する溝である。これまでの成果か

らもⅢ－２期以降埋没が始まり、鎌倉時代初頭には

完全に埋没することが確認をしているが、第175次

調査でも、斎宮Ⅲ－３期頃を中心とした遺物が出土

している。第163次調査（24㎡）で整理箱170箱、

第171次調査区（37㎡）で整理箱194箱の大量の遺

物が出土しているが、今回の調査では整理箱17箱

と少なくなっており、調査区内でも第171次調査に

隣接する東部で多く、西部ではやや少なくなる傾向

がある。同様に南接する第114次調査でも調査区の

東辺で平安時代後期から鎌倉時代初頭の土器が整理

箱約130箱出土しており、平安時代後期から末期に

かけて牛葉東区画の北東部では儀式や饗宴などに伴

い、大量の遺物が廃棄されたことがうかがえる。今

後はこれら出土遺物の分析を通して、牛葉東区画の

性格を明らかにしていく必要がある。
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第Ⅳ－２図　第175次調査　遺物実測図（1:4）
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第Ⅳ－３表　第175次調査　遺物観察表（１）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

1 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.7
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部10/12 006-01

2 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.6
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 003-02

3 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.2
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 完形 004-04

4 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.3
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 001-07

5 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4 口縁部7/12 外面に粘土接合痕 003-03

6 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.3
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/8 完形 003-06

7 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.7
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部5/12 粘土接合痕 006-06

8 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.1
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部6/12 005-10

9 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部9/12 外面に粘土接合痕 002-06

10 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.4
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 006-11

11 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 004-03

12 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.7
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR6/4 完形 006-12

13 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.6
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 灰白10YR8/2 口縁部6/12 外面に粘土接合痕 004-12

14 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 完形 006-13

15 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部8/12
歪みあり
粘土接合痕

002-15

16 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.1
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部7/12 沈線あり 001-13

17 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.4
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 ほぼ完形
歪みあり
粘土接合痕

001-15

18 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部5/12 粘土接合痕 005-01

19 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.3
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/6 口縁部4/12 粘土接合痕 008-04

20 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.6
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部9/12 006-05

21 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.7
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部9/12 外面に粘土接合痕 004-10

22 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 粘土接合痕 006-10

23 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部6/12 003-12

24 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.2
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 粘土接合痕 004-15

25 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.4
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 完形 粘土接合痕 005-08

26 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.7
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 明黄褐10YR7/6 ほぼ完形 粘土接合痕 006-04

27 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部7/12 粘土接合痕 006-09

28 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.4
2.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 完形 外面に粘土接合痕 004-05

29 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 明黄褐10YR7/6 口縁部7/12 003-09

30 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部6/12
歪みあり
粘土接合痕

001-09

31 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

やや密（～
4.5mm小石・砂

粒含）
良

にぶい黄橙10YR7/4
～灰白2.5Y8/2

完形 001-04

32 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.4
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 粘土接合痕 005-14

33 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部9/12 002-04

34 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.4
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 002-11
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第Ⅳ－４表　第175次調査　遺物観察表（２）

番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

35 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.1
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部9/12 006-02

36 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.1
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 完形 外面に粘土接合痕 001-03

37 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.3
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ・ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部10/12 002-08

38 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.1
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 灰白10YR8/2 ほぼ完形 004-06

39 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 ほぼ完形 002-14

40 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.5
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部7/12 002-05

41 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形
歪みあり
粘土接合痕

006-07

42 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.2
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 004-07

43 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部8/12 001-12

44 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部2/12 003-07

45 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.2
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 灰黄2.5Y6/2 口縁部4/12 粘土接合痕 003-05

46 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.7
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部6/12 006-14

47 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部8/12 粘土接合痕 005-11

48 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12
歪みあり
粘土接合痕

001-08

49 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

10.7
2.1

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

やや粗（～
2.0mm小石・砂

粒含）
良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部2/12 粘土接合痕 005-09

50 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄2.5Y7/4 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 002-07

51 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.4
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部8/12 粘土接合痕 006-15

52 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.3
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

やや粗（～
1.5mm小石・砂

粒含）
良 灰白10YR8/2 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 003-01

53 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 ほぼ完形 底面に粘土接合痕 002-13

54 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.3
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/4 口縁部8/12 粘土接合痕 003-11

55 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.3
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 004-11

56 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～5.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙7.5YR8/4 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 005-15

57 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 002-10

58 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部6/12 003-15

59 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 灰白2.5Y8/2 口縁部7/12 002-12

60 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.2
1.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 完形 歪みあり 005-07

61 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 粘土接合痕 004-13

62 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 灰黄2.5Y6/2 ほぼ完形 粘土接合痕 006-08

63 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 明黄褐10YR7/6 完形 外面に粘土接合痕 005-04

64 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.3
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部6/12 外面に粘土接合痕 001-10

65 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.8
1.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 001-06

66 土師器 杯 SD10118
口径
器高

10.7
2.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部9/12 口縁部に油煙付着 003-13

67 土師器 杯 SD10118
口径
器高

11.7
2.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 口縁部3/12
口縁部に油煙付着
粘土接合痕

001-11
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番
号 器種 器形

地区
遺構

法量（cm） 調整・技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考
登録
番号

68 土師器 杯 SD10118
口径
残高

11.7
2.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部3/12
口縁部に油煙付着
外面に粘土接合痕

005-03

69 土師器 杯 SD10118
口径
器高

11.4
2.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 口縁部に油煙付着 007-02

70 土師器 杯 SD10118
口径
残高

11.5
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部3/12
口縁部に油煙付着
外面に粘土接合痕

005-02

71 土師器 杯 SD10118
口径
器高

12.3
2.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 007-01

72 土師器 杯 SD10118
口径
器高

13.0
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.5mm小
石・砂粒含）

良 にがい黄橙10YR7/4 口縁部10/12 外面に粘土接合痕 007-06

73 土師器 杯 SD10118
口径
器高

13.4
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部9/12 外面に粘土接合痕 008-01

74 土師器 杯 SD10118
口径
器高

12.9
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部5/12 008-03

75 土師器 杯 SD10118
口径
器高

13.5
2.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～5.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 008-02

76 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.1
3.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部4/12 007-04

77 土師器 杯 SD10118
口径
器高

13.9
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 口縁部に油煙付着 007-03

78 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.1
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部4/12 外面に粘土接合痕 004-08

79 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.3
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密 良 浅黄橙10YR8/3 口縁部6/12 粘土接合痕 007-05

80 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.8
3.5

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 外面に粘土接合痕 007-08

81 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.5
2.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 橙5YR7/6 口縁部2/12 外面に粘土接合痕 004-01

82 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.9
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、オサエ・ナデ

密（～2.0mm小
石砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部1/12 002-01

83 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.5
3.3

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ

やや密（～
1.5mm小石・砂

粒含）
良 灰白2.5Y8/2 口縁部5/12 外面に粘土接合痕 002-02

84 土師器 杯 SD10118
口径
器高

15.5
3.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部2/12 粘土接合痕 003-10

85 土師器 杯 SD10118
口径
器高

13.8
3.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 007-07

86 土師器 杯 SD10118
口径
器高

14.8
2.8

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3
口縁部1/12

未満
焼成前穿孔 008-09

87
ロクロ
土師器

小皿 SD10118
口径
器高

10.1
2.2

外面：ロクロナデ、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/4 口縁部10/12 002-03

88
ロクロ
土師器

小皿 SD10118
口径
器高
底径

11.0
2.2
5.3

外面：ロクロナデ、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 橙7.5YR7/6 底部9/12 001-14

89
ロクロ
土師器

小皿 SD10118
口径
器高
底径

9.2
1.3
5.6

外面：ロクロナデ、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～4.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部3/12 003-08

90 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.1
2.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部12/12 外面に墨書 011-01

91 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.9
1.0

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部1/12 内外面に墨書 011-02

92 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.3
1.9

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 口縁部5/12 外面に墨書 010-06

93 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

8.5
1.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部1/12
内面に墨書
粘土接合痕

010-03

94 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

7.7
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.0mm小
石・砂粒含）

良 灰白10YR8/2 口縁部2/12 内面に墨書 010-05

95 土師器 小皿 SD10118
口径
器高

9.0
1.6

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 浅黄橙10YR8/3 口縁部3/12 内面に墨書 010-02

96
灰釉
陶器

椀 SD10118
底径
残高

7.2
1.7

外面：ロクロナデ、貼付高台、糸切痕
内面：ロクロナデ

密（～1.0mm小
石・砂粒含）

良 素地：灰白2.5Y8/2 底部2/12
転用硯
底面に墨書

010-04

97 石製品 鍋 SD10118 現存長 8.0�削り出し 滑石製 － にぶい褐7.5YR6/3 小片 010-01

98 土師器 小皿 SD10117
口径
器高

8.9
1.2

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～3.0mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/4 ほぼ完形 粘土接合痕 008-06

99 土師器 小皿 SD10117
口径
器高

9.0
1.7

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～2.5mm小
石・砂粒含）

良 灰黄褐10YR6/2 口縁部5/12 粘土接合痕 008-08

100 土師器 杯 SD10117
口径
器高

12.3
2.4

外面：ヨコナデ、オサエ・ナデ
内面：ヨコナデ、ナデ

密（～1.5mm小
石・砂粒含）

良 にぶい黄橙10YR7/3 口縁部4/12 008-05
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調査区全景（南から）

調査区全景（東から）



－ 52 －

写真図版Ⅳ－２　第175次調査　遺物

3

71

90

92

94

91

93

95

6

80

66

87



報 告 書 抄 録

ふ り が な しせきさいくうあと　へいせいにじゅうさんねんどはっくつちょうさがいほう

書 名 史跡斎宮跡　平成23年度発掘調査概報

副 書 名

巻 次

シ リ ー ズ 名

シ リ ー ズ 番 号

編 著 者 名 泉　雄二・大川勝宏・新名　強・水谷　豊

編 集 機 関 斎宮歴史博物館

所 在 地 〒515-0325　三重県多気郡明和町竹川503　TEL0596-52-7027

発 行 年 月 日 西暦　2013年　３月31日

ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コ　ー　ド 北�緯 東�経
調査期間

調査面積
㎡

調査原因
市町村 遺跡番号 �°′″ �°′″

斎
さいくうあと

宮跡
多
たきぐん

気郡明
めいわちょう

和町

斎
さいくう

宮・竹
たけがわ

川
24442 210

34°
31′
55″
～

34°
32′
30″

136°
�36′
�16″

～
136°
�37′
�37″

20110510
～

20120221

370㎡
（第172次）

390㎡
（第173次）

39㎡
（第175次）

学術調査

所収遺跡名 種　別 主　な　時　代 主�な�遺�構 主�な�遺�物 特記事項

斎宮跡第172次 官　衙 平安
掘立柱建物
土坑・溝

土師器　須恵器
緑釉陶器　灰釉陶器

史跡東部方
格地割の

御館区画南
部中央

斎宮跡第173次 官　衙 平安
掘立柱建物
土坑・溝

土師器　須恵器
緑釉陶器　灰釉陶器

史跡東部方
格地割の

下園東区画
東部

斎宮跡第175次 官　衙 平安 掘立柱建物・溝
土師器　須恵器
緑釉陶器　灰釉陶器

史跡東部方
格地割の

牛葉東区画
北東部

要　　約

　第172次は、史跡東部における平安時代斎宮の方格地割のうち、御館区画南部中央の状況確認
を目的とした調査。平安時代前期を中心とする掘立柱建物11棟を確認した。
　第173次では、方格地割内のうち、下園東区画東部の状況確認を目的とした調査。平安時代前
期を中心とした掘立柱建物11棟を確認した。
　第175次調査は、牛葉東区画の東北部の調査。平安時代後期の溝群と掘立柱建物２棟を確認。
溝群は東側を平成21・22年度に調査、遺物の出土量は減少。
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